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長
寿
な
生
活
調
査
・
発
信
事
業
と
は
「
短
命
県
と
称
さ
れ
る
本
県
に
お
け
る
長

寿
者
（
１
０
０
歳
以
上
高
齢
者
等
）
の
生
活
習
慣
・
生
活
ス
タ
イ
ル
等
を
調

査
・
収
集
し
、
広
く
県
民
に
紹
介
・
広
報
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
の
健
康
意

識
の
向
上
に
役
立
て
る
。
ま
た
、
調
査
活
動
等
を
通
し
て
、
高
齢
者
の
社
会
活

動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
る
。」
と
い
う
目
的
の
下
に
青
森
県
長
寿
社
会
振
興

セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。
長
寿
者
へ
の
取
材
活
動
や
メ
デ
ィ
ア
へ

の
発
信
等
中
核
的
役
割
を
果
た
す
「
地
域
通
信
員
（
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー
）」
を
養

成
す
る
研
修
会
が
、
平
成
28
年
７
月
20
日（
水
）〜
21
日（
木
）弘
前
市
総
合
学
習

セ
ン
タ
ー
、
平
成
28
年
７
月
27
日（
水
）〜
28
日（
木
）県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
（
青
森

市
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
弘
前
会
場
は
22
名
、
青
森
会
場
は
15
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
初
め
に
、
佐
々
木
所
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
担
当
か
ら
研
修

会
の
日
程
の
説
明
、
長
寿
セ
ン
タ
ー
の
事
業
概
要
、
長
寿
な
生
活
調
査
・
発
信

事
業
の
概
要
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
佐
々
木
所
長
か
ら
「
青
森
県
の
福

祉
の
現
状
と
課
題
点
」
と
題
し
て
講
演
。「
平
均
寿
命
は
他
県
と
比
べ
て
も
青
森

県
は
断
ト
ツ
の
最
下
位
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
喫
煙
、
飲
酒
量
、
塩
分
濃
度
が
濃

い
食
べ
物
が
好
き
、
健
診
に
あ
ま
り
行
か
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
ま
ま
い
く
と
、
２
０
４
０
年
に
は
女
性
の
人
数
が
半
数
以
下
に
な
る
市
町
村

も
あ
る
た
め
、
ど
ん
ど
ん
人
口
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
ピ
ー
ク
時
に

は
１
５
３
万
人
い
た
人
口
も
、
73
万
人
ま
で
減
少
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。」
と

い
う
青
森
県
の
現
状
を
お
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

 

午
後
は
シ
ニ
ア
の
地
域
活
動
事
例
紹
介
と
し
て
、「
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
に
生
き

甲
斐
を
！
新
た
な
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
」
と
い
う
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
後
、
あ
す
な

ろ
友
の
会
本
間
代
表
幹
事
か
ら
「
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
を
と
お
し
て
」
と

題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
友
の
会
や
歩
こ
う
会
の
活
動
を
と
お
し

て
、
歩
く
こ
と
が
健
康
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
本
間
代
表
幹
事
の
実
際
の

歩
数
を
紹
介
し
な
が
ら
お
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
青
森
県
防
災
士

会
小
山
内
代
表
理
事
よ
り
「
シ
ニ
ア
の
力
が
今
必
要
！
」
と
題
し
て
講
演
。
初

め
に
、
近
く
の
人
と
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
、
勝
っ
た
人
が
名
前
と
手
話
で
「
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
い
、
５
回
勝
つ
ま
で
繰
り
返
し
、
最
後
ま
で
５
回

勝
て
な
か
っ
た
人
が
前
に
出
て
、
尻
文
字
で
自
分
の
名
前
を
書
く
と
い
う
ア
イ

ス
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
の
尻
文
字
で
は
大
盛
り
上
が
り
で
し

た
。
続
い
て
、
防
災
士
会
の
中
で
シ
ニ
ア
の
方
も
た
く
さ
ん
活
躍
し
て
い
る
お

話
や
、
防
災
士
の
取
り
組
み
、
後
半
に
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
し
て
、
自
分
達

が
今
で
き
る
こ
と
と
は
何
か
を
話
し
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
て
い
き
た
い
と

い
う
意
見
が
多
い
よ
う
で
し
た
。
一
日
目
の
講
義
は
こ
こ
で
終
了
で
す
。
そ
の

後
、
オ
ー
ド
ブ
ル
を
囲
み
、
情
報
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
自
己

紹
介
を
し
て
も
ら
い
、
自
分
が
や
っ
て
い
る
活
動
も
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

地
域
活
動
に
意
欲
的
な
方
を
募
っ
た
だ
け
あ
っ
て
、
皆
さ
ん
た
く
さ
ん
の
活
動

を
さ
れ
て
い
る
方
達
ば
か
り
で
し
た
。

 

２
日
目
は
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
コ
ツ
」
と
題
し
て
、
東
奥
印
刷
株
式
会
社
の
中

門
代
表
取
締
役
社
長
よ
り
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
記
者
の
経
験
か
ら
、
取
材
を

行
う
に
あ
た
っ
て
の
心
構
え
や
、
実
際
に
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
気
を
つ
け
て
取

材
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
質
問
の
組
み
立
て
方
等
を
お
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
後
半
に
は
、「
実
際
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
み
よ
う
」
と
い
う
こ

と
で
、
隣
の
席
の
方
に
取
材
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
取
材
を
し
て

み
る
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
や
様
々
な
問
題
も
出
て
く
る
と
い
う
人
も
い

て
、
な
か
な
か
難
し
い
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
た
だ
、
取
材
を
と
お

し
て
、
そ
の
人
の
こ
と
が
詳
し
く
分
か
り
、
新
し
い
発
見
も
出
て
く
る
と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
担
当
よ
り
地
域
通
信
員
に
認
定
さ
れ
た
後
の

動
き
の
説
明
が
あ
り
、
認
定
証
が
授
与
式
さ
れ
ま
し
た
。

 

２
日
間
と
い
う
長
丁
場
の
研
修
会
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
真
剣
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
む
つ
市
と
八
戸
市
で
も
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

地
域
通
信
員
と
し
て
の
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
！！

１
日
目

２
日
目

10：00 ～
10：30～
10：30～
10：35～
11：00～

12：00～
13：00～

14：00～
15：30～
（休憩挟む）
15：45～
        16：15
17：00 ～

時　間 内　　　　容
受付
開会
所長挨拶
研修会日程説明、事業説明
講義①「青森県の福祉の現状と課題点」
青森県長寿社会振興センター所長　佐々木　悟
昼食・休憩
高齢者の地域活動事例紹介
・DVDで活動紹介（30分）
・地域活動の事例紹介（30分）
講義②「シニアの力が今必要！！」
青森県防災士会　代表理事　小山内　敬子 氏
・アイスブレーキング（自己紹介等含む）（30分）
・「シニアの力が今必要！！」（60分）

・グループワーク「シニアが活躍できる場を探そ
　う！」（30分）
交流会

 9  ：30 ～
10：00～

12：00～
13：00～
13：15～
14：00～

時　間 内　　　　容
受付
講義③「インタビューのコツ」
東奥印刷株式会社　代表取締役社長　中門　清司 氏
・グループワーク「実際にインタビューしてみよう！」
・発表会（インタビュー内容を発表）
昼食・休憩
地域通信員認定後の説明
研修会終了・修了式・地域通信員認定証授与
全体日程終了

青森会場の様子

認定証の授与

交流会 講義② アイスブレーキングの様子

講義③の様子

弘前会場の様子

グループワークの様子

認定証の授与

講義①の様子

交流会
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午後の活動も頑張っています！ 県健康福祉部 高齢福祉保険課
      田 中 道 郎 課長

青森シニアカレッジ
      佐々木 悟 学長

地域活動実践コース
      三 浦 昭 子さん

青森放送株式会社
      米 澤 章 子さん

平
成
28
年
度 

青
森
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
開
講
！

平
成
28
年
度 

青
森
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
開
講
！

平
成
28
年
度 

青
森
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
開
講
！

平
成
28
年
度 

青
森
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
開
講
！
　
平
成
28
年
５
月
27
日（
金
）、
県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
で
青
森
シ
ニ

ア
カ
レ
ッ
ジ
の
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
青
森
シ

ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
は
一
般
教
養
コ
ー
ス
、
地
域
活
動
実
践
コ
ー

ス
、
通
信
教
養
コ
ー
ス
の
３
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
に
県
健
康
福
祉
部
高
齢
福
祉
保
険
課
・
田
中
道
郎
課
長

よ
り
激
励
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
青
森
シ
ニ
ア
カ

レ
ッ
ジ
佐
々
木
悟
学
長
が
「
今
年
度
の
参
加
型
の
シ
ニ
ア
カ

レ
ッ
ジ
か
ら
、
主
体
的
に
皆
さ
ん
の
力
で
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
を

作
り
あ
げ
て
い
く
参
画
型
の
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
仲
間

と
助
け
合
い
な
が
ら
進
め
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。」

と
呼
び
か
け
た
。

　
そ
の
後
、
受
講
生
２
５
６
名
を
代
表
し
て
、
地
域
活
動
実
践

コ
ー
ス
の
三
浦
昭
子
さ
ん
（
青
森

市
）
が
「
今
ま
で
以
上
に
、
シ
ニ
ア

の
力
で
各
地
域
を
活
性
化
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。」
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

　
入
学
式
の
後
に
は
、
青
森
放
送
株

式
会
社
・
報
道
局
・
ア
ナ
ウ
ン
ス
部

の
米
澤
章
子
さ
ん
よ
り
「
思
い
が
伝

わ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
目
指
し
て
」
と

題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
際
に
米
澤
さ
ん
が
取
材
し
た
映
像

を
見
な
が
ら
の
受
講
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
米
澤
さ
ん
と
一
緒
に

発
声
練
習
や
早
口
言
葉
を
練
習
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
一
年
間
皆
さ
ん
協

力
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

よ
ね
ざ
わ 

た
か 

こ

通信教養コース

一般教養コース（クラブ活動）

地域活動実践コース

地域における防災士の
役割（グループワーク）

施設見学 介護実習

ペタンク 絵手紙 木目込み風

平成28年度青森シニアカレッジ学習カリキュラム

講義日（火）

午前10：00～10：30　ホームルーム

午前の部　10：30～12：00 午後の部　13：00～14：30 毎月最終週土曜日に
合わせ記録媒体を送付

一般、地域コース共通 一般教養コース 地域活動実践コース 通信教養コース
回 日　時 講 座 名 講　　師 講　　　座

１ 5月27日
入学式・記念講演
「思いが伝わるアナウンスを
目指して」

青森放送株式会社
報道局　米澤　章子　氏 オリエンテーション 入学式・

オリエンテーション

２ 6月14日 指笛とレクリエーション 青森県レクリエーション協会
会長　塩谷　彰宏　氏

クラブ活動
（クラス毎に行います）
受講生の中から講師に
出てもらう
※最終日7/12
①木目込み風（3組）
②絵手紙（1組）
③ペタンク（2組）

「青森県の福祉の現状について」
シニアカレッジ学長　佐々木　悟

毎月最終土曜日
【シニアカレッジ
　　午前講義内容】

３ 6月21日 地震のメカニズムと防災 青森地方気象台
次長　太田　克則　氏

「地域における防災士の役割」
青森県防災士会理事　小山内　敬子

４ 7月12日
・「歯と口の健康」を保ち
　健康長寿を目指しましょう
・健康はお口から

青森県口腔保健支援センター
歯科衛生推進監　村上　明継　氏
歯科衛生士　濱田　咲美　氏

地域活動の実践①
「安生園」・「すこやか苑」
2グループで施設見学

５ ７月26日 自分らしさを大事にする幸せ「大人片づけ」
大人片づけインストラクター

柳瀬　わかな　氏 社会見学 地域活動の実践②
介護実習

①６月１４日
「指笛とレクリエーション」

青森県レクリエーション協会

　　会長　塩谷　彰宏 氏

②６月２1日
「地震のメカニズムと防災
について」
青森地方気象台

　　次長　太田　克則 氏

③7月12日
『「歯と口の健康」を保ち健康
長寿を目指しましょう』
青森県口腔保健支援センター

歯科衛生推進監　村上　明継 氏

「健康はお口から」
   歯科衛生士　濱田　咲美 氏

④7月26日
『自分らしさを大事にする
幸せ「大人片づけ」』
大人片づけインストラクター

　          柳瀬 わかな 氏

　初回の放送は、佐々木学長、通信

教養コース受講生 藤林さん、佐々木

さんに出演していただきました。藤

林さん、佐々木さんには受講にあ

たっての意気込みを話してもらいま

した。
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仲間づくりCaf́e
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で

　
　人生
を
楽
し
く
！

青
森
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会（
青
森
市
）

　「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
」
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？

　プ
レ
ー
の
方
法
・
ル
ー
ル
は
殆
ど
ゴ
ル
フ
と
同
じ
で
す
。（
グ
リ
ー
ン
・
ラ
フ
・
バ

ン
カ
ー
あ
り
。
打
数
が
少
な
い
方
が
良
い
。
１
コ
ー
ス
９
ホ
ー
ル
）

　パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
距
離
が
短
く
、
ク
ラ
ブ
１
本
、
ボ
ー
ル
を
置
く
テ
ィ
が
あ
れ
ば

誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
遊
べ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　北
海
道
幕
別
町
が
発
祥
の
地
で
、
青
森
県
内
に
は
十
和
田
市
始
め
９
市
町
村
に
協
会

が
あ
り
、
約
７
３
０
名
の
会
員
が
健
全
な
普
及
・

振
興
に
幅
広
い
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
青
森
市

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
は
、
平
成
20
年
６
月
に
設

立
。
50
代
か
ら
80
代
の
約
50
名
の
会
員
が
、
見
晴

ら
し
良
く
設
備
の
整
っ
た
専
用
の
ゴ
ル
フ
場
で
、

記
録
会
や
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
県
大
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　先
に
は
、
全
国
大
会
で
優
勝
者
を
出
す
な
ど
確

実
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
中
で
す
。
が
、
協
会
設
立
以

来
の
悩
み
は
、
県
都
青
森
市
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

が
な
い
事
で
す
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
愛
好
者
拡
大

を
図
り
な
が
ら
、
青
森
市
に
も
ぜ
ひ
開
設
悲
願
達

成
し
た
い
も
の
と
代
表
の
村
山
さ
ん
が
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　《
お
問
合
せ
先
》

　代

　
　表

　
　村
山
慶
造

　電

　
　話

　
　０
１
７
（
７
７
６
）
５
０
７
１

　練
習
場
所

　
　平
内
町
夜
越
山
森
林
公
園
内

　
　
　
　
　
　
　パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　練
習
日

　
　毎
週
月
曜
日
（
入
会
随
時
）

　入
会
金

　
　２
、５
０
０
円

　年
会
費

　
　１
、０
０
０
円

　
　（
編
集
委
員
・
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　三
浦

　良
子
）

仲間づ
くりCaf́e

　弘
前
市
民
会
館
隣
り
の
緑
地
、
弘
前
公
園
市
民
広
場
で
、
毎
朝
５
時
〜
６
時
半
ま
で

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
」
を
楽
し
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。

　青
森
県
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
の
一
団
で
、
全
日
本
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
に
加
入
し
た
会
員
20
名
が
、
朝
の
澄
み
き
っ
た
公
園
の
芝
生
で
プ

レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
。
ま
さ
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
モ
ー
ニ
ン
グ
だ
。

　４
人
一
組
で
18
ホ
ー
ル
（
パ
ー
72
）
で
競
う
個
人
プ
レ
ー
。

　こ
の
会
場
で
は
長
・
短
併
せ
て
特
設
６
ホ
ー
ル
を
設
定
。
小
鳥
さ
え
ず
る
朝
の
公
園

で
は
、
珍
プ
レ
ー
な
ど
で
笑
い
が
絶
え
な
い
。
運
営
に
は
、
佐
々
木
泰
一
資
格
認
定
委

員
ら
が
会
員
増
強
に
当
た
る
。

　ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
は
70
〜
80
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
専
用
ク
ラ
ブ
で
ボ
ー
ル
を
飛
ば
す
爽

快
感
は
最
高
。
羽
根
付
き
ボ
ー
ル
と
あ
っ
て
風
に
弱
い
の
で
奥
の
深
い
ス
ポ
ー
ツ
。
ど

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
、
入
会
自
由
。
今
夏
か
ら
岩
木
川
河
川
敷
運
動
広
場
（
市
内

栄
町
）
旧
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
場
で
の
練
習
可
。

　《
お
問
合
せ
先
》

　会

　長

　
　高
橋
喬
子

　電

　話

　
　０
１
７
２
（
４
０
）
２
１
２
５

　練

　習

　
　毎
朝
５
時
〜
６
時
半

　
　
　
　
　
　弘
前
追
手
門
そ
ば
市
民
広
場

　
　
　
　
　
　（
８
月
か
ら
河
川
敷
会
場
も
）

　会

　費

　
　年
１
、５
０
０
円

　
　（編
集
委
員
・
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　本
間

　操
）

朝
は
Ｔ・Ｂ
ゴ
ル
フ
で
汗
を
！ 

弘前公園で記念撮影

青
森
県
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
連
盟（
弘
前
市
）
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仲間づくりCaf́e
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
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楽
し
く
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青
森
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会（
青
森
市
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パ
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っ
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す
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。
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９
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。
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０
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６
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。
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パ
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。
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０
７
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０
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０
０
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仲間づ
くりCaf́e

　短
命
県
返
上
健
康
講
座
の
一
環
と

し
て
「
八
戸
小
唄
を
習
お
う
」
が
柏

崎
公
民
館
の
計
ら
い
で
実
現
し
た
の

で
、
楽
し
く
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
者
は
地
区
の
声
掛
け

呼
び
か
け
と
同
好
者
の
仲
間
同
士

で
、
こ
の
日
は
30
人
ほ
ど
が
集
め
ら

れ
ま
し
た
。

　ま
ず
鶴
飼
公
民
館
長
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
講
師
は
、
泉
流
日
本
舞

踊
の
泉
紫
峰
先
生
。
先
生
は
、
足
の

運
び
や
体
幹
の
作
り
と
、
指
先
や
目

先
に
神
経
を
走
ら
せ
、
見
せ
て
美
し

い
踊
り
を
目
標
に
講
座
を
進
め
ま
し

た
。
動
き
の
リ
ズ
ム
を
強
調
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
こ
と
で
す
ね
。
素
適

で
す
ね
。

　地
元
八
戸
の
祭
時
や
７
月
の
七
夕
、
８
月
の
三
社
大
祭
に
も
参
列
し
て
い
ま
す
。
次

回
は
柏
崎
音
頭
で
地
区
の
運
動
会
で
の
講
習
に
な
り
ま
す
が
、
家
族
や
親
子
で
の
参
加

で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

　《
お
問
合
せ
先
》

　代

　表

　
　泉
紫
峰

　電

　話

　
　０
１
７
８
（
２
５
）
１
１
１
１

　場

　所

　
　臥
牛
荘
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　八
戸
市
大
字
新
井
田
字
八
森
平
７―

１

　練
習
日

　
　毎
週
木
曜
日
（
10
時
〜
12
時
）

　対

　象

　
　60
歳
以
上
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（編
集
委
員

　佐
藤

　鼎
）

流
し
踊
り
で
健
康
に 

八
戸
小
唄
や
柏
崎
音
頭
で（
八
戸
市
）

きき
生
い

生
い

きき
生
い

生
い

シニアシニア 生きがい見つけた

　和
紙
ち
ぎ
り
絵
の
魅
力
に
取
り
付
か
れ
て
25

年
、
青
森
市
の
岡
本
勝
子
さ
ん
は
、
今
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
青
森
教
室
・
青
森
沖
館
市
民

セ
ン
タ
ー
で
ち
ぎ
り
絵
の
講
師
を
し
て
い
る
。

　初
め
て
ち
ぎ
り
絵
に
出
会
っ
た
の
は
、
平
成

３
年
、
働
く
婦
人
の
家
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル
の

発
表
会
だ
っ
た
。
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
、

数
人
の
仲
間
と
ち
ぎ
り
絵
の
集
い
を
開
い
て
楽

し
ん
で
い
る
う
ち
、
３
年
後
に
講
師
の
資
格
を

と
り
、
和
紙
ち
ぎ
り
絵
の
魅
力
を
多
く
の
人
に

広
め
今
に
至
っ
て
い
る
。

　そ
の
和
紙
ち
ぎ
り
絵
の
教
室
を
の
ぞ
い
て
み
た
。
数
人
の
生
徒
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
絵

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　方
々
か
ら
先
生
の
指
導
を
求
め
る
声
に
、
一
人
一
人
、
優
し
く
ポ
イ
ン
ト
を
助
言
す
る
。

　淡
い
色
、
濃
い
色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
、
椿
の
大
輪
や
雄
大
な

景
色
を
再
現
し
て
い
る
生
徒
さ
ん
。

　細
か
く
、
小
さ
く
ち
ぎ
っ
た
和
紙
を
水
の
り
を
引
い
た
上
に
一
つ
一
つ
ピ
ン
セ
ッ
ト
で

載
せ
、
と
て
も
細
か
な
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ち
ぎ
り
絵
を
制
作
し
て
い
る
生
徒
さ
ん
。

　そ
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ち
ぎ
り
絵
を
仕
上
げ
て
い
る
生
徒
さ
ん
は
、
今
年
90
歳
に
な
ら
れ

る
三
浦
良
子
さ
ん
。

　た
だ
家
に
い
て
何
も
し
な
い
で
い
る
よ
り
は
、

何
か
趣
味
を
持
ち
た
い
と
色
々
な
事
を
や
っ
て
み

た
が
、
結
局
こ
の
岡
本
先
生
の
和
紙
ち
ぎ
り
絵
に

は
ま
っ
て
し
ま
い
、
も
う
14
年
も
続
け
て
い
る
と

の
こ
と
。

　そ
ん
な
三
浦
さ
ん
を
永
年
優
し
く
見
守
っ
て
指

導
し
て
こ
ら
れ
た
岡
本
勝
子
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も

人
を
励
ま
す
和
紙
ち
ぎ
り
絵
の
す
ば
ら
し
さ
を
広

め
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

（
編
集
委
員

　佐
々
木
克
子
）

　松
本
米
子
さ
ん
（
79
才
）
は
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
な
り
、
活

動
歴
15
年
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。

　退
職
後
、
知
人
に
誘
わ
れ
、
養
成
講
座
を
受
講
し
会
員
と
な
る
。

今
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
社
会
に
役
立
ち
た
い
と
思
っ
た
。

い
ず
れ
自
分
も
利
用
者
側
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
い…

。

　福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
活
動
と
心
構
え
は

一
、
権
利
を
守
る
お
手
伝
い
を
す
る
。

一
、
虐
待
拘
束
を
許
さ
な
い
。

一
、
自
己
決
定
の
応
援
を
す
る
。

一
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
。

一
、
地
域
社
会
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
為
活
動
。

　仕
事
は
月
一
回
、
高
齢
者
施
設
や
障
が
い
者
施
設
を
二
人
一
組
で
訪
問
し
、
直
接
利
用

者
か
ら
お
話
を
聞
い
て
、
意
見
や
要
望
を
施
設
担
当
者
に
伝
え
、
よ
り
よ
い
改
善
を
求
め

る
。
必
ず
し
も
要
望
通
り
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
に
支
援
を
心
掛
け
て
い
る
。

　訪
問
を
終
え
、
帰
り
際
「
気
を
つ
け
て
帰
る
ん
だ
よ
。
若
く

な
い
ん
だ
か
ら
」
と
労
わ
れ
、
思
わ
ず
ホ
ロ
リ
と
す
る
。
利
用

者
が
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
の
接
触
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
下
さ

る
と
、
自
分
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
、
う
れ
し
く
、
生
き
が
い

を
感
じ
る
。
活
動
を
通
し
て
新
し
い
こ
と
を
学
び
、
知
る
喜
び
、

人
と
出
会
い
、
人
と
つ
な
が
り
、
豊
か
な
人
生
に
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
お
話
に
な
る
。

　趣
味
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
。
20
年
ほ
ど
の
キ
ャ
リ
ア
で
あ
る
。

私
の
健
康
法
、
元
気
の
も
と
で
あ
る
。
旅
行
も
大
好
き
で
、
仲

間
や
家
族
と
旅
行
を
し
て
、
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
。

　オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
仲
間
と
話
し
合
っ
た
り
、
助
け
合
い
、
ま

た
ご
主
人
の
協
力
も
あ
り
、
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
出
来
、

感
謝
し
て
い
る
と
お
話
し
て
く
れ
る
。
心
優
し
く
、
自
分
ら
し

く
生
き
て
い
る
魅
力
的
な
松
本
さ
ん
で
し
た
。

　問
い
合
わ
せ
先

　
　松
本
米
子

　
　０
１
７
８
（
３
８
）
７
６
３
５

　
　事
務
局
佐
川

　０
１
７
８
（
３
４
）
３
６
８
６

（
編
集
委
員

　鈴
木

　リ
ヨ
）

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
活
動
は
人
生
を
豊
か
に

松
本
米
子
さ
ん
（
八
戸
市
・
79
歳
）

和
紙
ち
ぎ
り
絵
指
導
22
年

岡
本
勝
子
さ
ん
（
青
森
市
・
78
歳
）
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を
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」
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柏

崎
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民
館
の
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ら
い
で
実
現
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た
の

で
、
楽
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く
参
加
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た
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き
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し
た
。
参
加
者
は
地
区
の
声
掛
け

呼
び
か
け
と
同
好
者
の
仲
間
同
士

で
、
こ
の
日
は
30
人
ほ
ど
が
集
め
ら

れ
ま
し
た
。

　ま
ず
鶴
飼
公
民
館
長
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
講
師
は
、
泉
流
日
本
舞

踊
の
泉
紫
峰
先
生
。
先
生
は
、
足
の

運
び
や
体
幹
の
作
り
と
、
指
先
や
目

先
に
神
経
を
走
ら
せ
、
見
せ
て
美
し

い
踊
り
を
目
標
に
講
座
を
進
め
ま
し

た
。
動
き
の
リ
ズ
ム
を
強
調
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
こ
と
で
す
ね
。
素
適

で
す
ね
。

　地
元
八
戸
の
祭
時
や
７
月
の
七
夕
、
８
月
の
三
社
大
祭
に
も
参
列
し
て
い
ま
す
。
次

回
は
柏
崎
音
頭
で
地
区
の
運
動
会
で
の
講
習
に
な
り
ま
す
が
、
家
族
や
親
子
で
の
参
加

で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

　《
お
問
合
せ
先
》

　代

　表

　
　泉
紫
峰

　電

　話

　
　０
１
７
８
（
２
５
）
１
１
１
１

　場

　所

　
　臥
牛
荘
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　八
戸
市
大
字
新
井
田
字
八
森
平
７―

１

　練
習
日

　
　毎
週
木
曜
日
（
10
時
〜
12
時
）

　対

　象

　
　60
歳
以
上
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（編
集
委
員

　佐
藤

　鼎
）

流
し
踊
り
で
健
康
に 

八
戸
小
唄
や
柏
崎
音
頭
で（
八
戸
市
）

きき
生
い

生
い

きき
生
い

生
い

シニアシニア 生きがい見つけた

　和
紙
ち
ぎ
り
絵
の
魅
力
に
取
り
付
か
れ
て
25

年
、
青
森
市
の
岡
本
勝
子
さ
ん
は
、
今
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
青
森
教
室
・
青
森
沖
館
市
民

セ
ン
タ
ー
で
ち
ぎ
り
絵
の
講
師
を
し
て
い
る
。

　初
め
て
ち
ぎ
り
絵
に
出
会
っ
た
の
は
、
平
成

３
年
、
働
く
婦
人
の
家
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル
の

発
表
会
だ
っ
た
。
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
、

数
人
の
仲
間
と
ち
ぎ
り
絵
の
集
い
を
開
い
て
楽

し
ん
で
い
る
う
ち
、
３
年
後
に
講
師
の
資
格
を

と
り
、
和
紙
ち
ぎ
り
絵
の
魅
力
を
多
く
の
人
に

広
め
今
に
至
っ
て
い
る
。

　そ
の
和
紙
ち
ぎ
り
絵
の
教
室
を
の
ぞ
い
て
み
た
。
数
人
の
生
徒
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
絵

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　方
々
か
ら
先
生
の
指
導
を
求
め
る
声
に
、
一
人
一
人
、
優
し
く
ポ
イ
ン
ト
を
助
言
す
る
。

　淡
い
色
、
濃
い
色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
、
椿
の
大
輪
や
雄
大
な

景
色
を
再
現
し
て
い
る
生
徒
さ
ん
。

　細
か
く
、
小
さ
く
ち
ぎ
っ
た
和
紙
を
水
の
り
を
引
い
た
上
に
一
つ
一
つ
ピ
ン
セ
ッ
ト
で

載
せ
、
と
て
も
細
か
な
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ち
ぎ
り
絵
を
制
作
し
て
い
る
生
徒
さ
ん
。

　そ
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ち
ぎ
り
絵
を
仕
上
げ
て
い
る
生
徒
さ
ん
は
、
今
年
90
歳
に
な
ら
れ

る
三
浦
良
子
さ
ん
。

　た
だ
家
に
い
て
何
も
し
な
い
で
い
る
よ
り
は
、

何
か
趣
味
を
持
ち
た
い
と
色
々
な
事
を
や
っ
て
み

た
が
、
結
局
こ
の
岡
本
先
生
の
和
紙
ち
ぎ
り
絵
に

は
ま
っ
て
し
ま
い
、
も
う
14
年
も
続
け
て
い
る
と

の
こ
と
。

　そ
ん
な
三
浦
さ
ん
を
永
年
優
し
く
見
守
っ
て
指

導
し
て
こ
ら
れ
た
岡
本
勝
子
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も

人
を
励
ま
す
和
紙
ち
ぎ
り
絵
の
す
ば
ら
し
さ
を
広

め
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

（
編
集
委
員

　佐
々
木
克
子
）

　松
本
米
子
さ
ん
（
79
才
）
は
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
な
り
、
活

動
歴
15
年
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。

　退
職
後
、
知
人
に
誘
わ
れ
、
養
成
講
座
を
受
講
し
会
員
と
な
る
。

今
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
社
会
に
役
立
ち
た
い
と
思
っ
た
。

い
ず
れ
自
分
も
利
用
者
側
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
い…

。

　福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
活
動
と
心
構
え
は

一
、
権
利
を
守
る
お
手
伝
い
を
す
る
。

一
、
虐
待
拘
束
を
許
さ
な
い
。

一
、
自
己
決
定
の
応
援
を
す
る
。

一
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
。

一
、
地
域
社
会
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
為
活
動
。

　仕
事
は
月
一
回
、
高
齢
者
施
設
や
障
が
い
者
施
設
を
二
人
一
組
で
訪
問
し
、
直
接
利
用

者
か
ら
お
話
を
聞
い
て
、
意
見
や
要
望
を
施
設
担
当
者
に
伝
え
、
よ
り
よ
い
改
善
を
求
め

る
。
必
ず
し
も
要
望
通
り
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
に
支
援
を
心
掛
け
て
い
る
。

　訪
問
を
終
え
、
帰
り
際
「
気
を
つ
け
て
帰
る
ん
だ
よ
。
若
く

な
い
ん
だ
か
ら
」
と
労
わ
れ
、
思
わ
ず
ホ
ロ
リ
と
す
る
。
利
用

者
が
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
の
接
触
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
下
さ

る
と
、
自
分
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
、
う
れ
し
く
、
生
き
が
い

を
感
じ
る
。
活
動
を
通
し
て
新
し
い
こ
と
を
学
び
、
知
る
喜
び
、

人
と
出
会
い
、
人
と
つ
な
が
り
、
豊
か
な
人
生
に
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
お
話
に
な
る
。

　趣
味
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
。
20
年
ほ
ど
の
キ
ャ
リ
ア
で
あ
る
。

私
の
健
康
法
、
元
気
の
も
と
で
あ
る
。
旅
行
も
大
好
き
で
、
仲

間
や
家
族
と
旅
行
を
し
て
、
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
。

　オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
仲
間
と
話
し
合
っ
た
り
、
助
け
合
い
、
ま

た
ご
主
人
の
協
力
も
あ
り
、
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
出
来
、

感
謝
し
て
い
る
と
お
話
し
て
く
れ
る
。
心
優
し
く
、
自
分
ら
し

く
生
き
て
い
る
魅
力
的
な
松
本
さ
ん
で
し
た
。

　問
い
合
わ
せ
先

　
　松
本
米
子

　
　０
１
７
８
（
３
８
）
７
６
３
５

　
　事
務
局
佐
川

　０
１
７
８
（
３
４
）
３
６
８
６

（
編
集
委
員

　鈴
木

　リ
ヨ
）

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
活
動
は
人
生
を
豊
か
に

松
本
米
子
さ
ん
（
八
戸
市
・
79
歳
）

和
紙
ち
ぎ
り
絵
指
導
22
年

岡
本
勝
子
さ
ん
（
青
森
市
・
78
歳
）
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。
参
加
者
は
地
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の
声
掛
け
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び
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け
と
同
好
者
の
仲
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で
、
こ
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は
30
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ほ
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。
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。
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踊
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び
や
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の
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と
、
指
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や
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先
に
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を
走
ら
せ
、
見
せ
て
美
し

い
踊
り
を
目
標
に
講
座
を
進
め
ま
し

た
。
動
き
の
リ
ズ
ム
を
強
調
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
こ
と
で
す
ね
。
素
適

で
す
ね
。

　地
元
八
戸
の
祭
時
や
７
月
の
七
夕
、
８
月
の
三
社
大
祭
に
も
参
列
し
て
い
ま
す
。
次

回
は
柏
崎
音
頭
で
地
区
の
運
動
会
で
の
講
習
に
な
り
ま
す
が
、
家
族
や
親
子
で
の
参
加

で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

　《
お
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先
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２
５
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１
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Ｋ
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、
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市
の
岡
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勝
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は
、
今
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Ｎ
Ｈ

Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
青
森
教
室
・
青
森
沖
館
市
民

セ
ン
タ
ー
で
ち
ぎ
り
絵
の
講
師
を
し
て
い
る
。

　初
め
て
ち
ぎ
り
絵
に
出
会
っ
た
の
は
、
平
成

３
年
、
働
く
婦
人
の
家
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル
の

発
表
会
だ
っ
た
。
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
、

数
人
の
仲
間
と
ち
ぎ
り
絵
の
集
い
を
開
い
て
楽

し
ん
で
い
る
う
ち
、
３
年
後
に
講
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の
資
格
を

と
り
、
和
紙
ち
ぎ
り
絵
の
魅
力
を
多
く
の
人
に

広
め
今
に
至
っ
て
い
る
。

　そ
の
和
紙
ち
ぎ
り
絵
の
教
室
を
の
ぞ
い
て
み
た
。
数
人
の
生
徒
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
絵

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　方
々
か
ら
先
生
の
指
導
を
求
め
る
声
に
、
一
人
一
人
、
優
し
く
ポ
イ
ン
ト
を
助
言
す
る
。

　淡
い
色
、
濃
い
色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
、
椿
の
大
輪
や
雄
大
な

景
色
を
再
現
し
て
い
る
生
徒
さ
ん
。

　細
か
く
、
小
さ
く
ち
ぎ
っ
た
和
紙
を
水
の
り
を
引
い
た
上
に
一
つ
一
つ
ピ
ン
セ
ッ
ト
で

載
せ
、
と
て
も
細
か
な
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ち
ぎ
り
絵
を
制
作
し
て
い
る
生
徒
さ
ん
。

　そ
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ち
ぎ
り
絵
を
仕
上
げ
て
い
る
生
徒
さ
ん
は
、
今
年
90
歳
に
な
ら
れ

る
三
浦
良
子
さ
ん
。

　た
だ
家
に
い
て
何
も
し
な
い
で
い
る
よ
り
は
、

何
か
趣
味
を
持
ち
た
い
と
色
々
な
事
を
や
っ
て
み

た
が
、
結
局
こ
の
岡
本
先
生
の
和
紙
ち
ぎ
り
絵
に

は
ま
っ
て
し
ま
い
、
も
う
14
年
も
続
け
て
い
る
と

の
こ
と
。

　そ
ん
な
三
浦
さ
ん
を
永
年
優
し
く
見
守
っ
て
指

導
し
て
こ
ら
れ
た
岡
本
勝
子
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も

人
を
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ま
す
和
紙
ち
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り
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の
す
ば
ら
し
さ
を
広

め
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

（
編
集
委
員
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々
木
克
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　松
本
米
子
さ
ん
（
79
才
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は
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
な
り
、
活

動
歴
15
年
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。

　退
職
後
、
知
人
に
誘
わ
れ
、
養
成
講
座
を
受
講
し
会
員
と
な
る
。

今
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
社
会
に
役
立
ち
た
い
と
思
っ
た
。

い
ず
れ
自
分
も
利
用
者
側
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
い…

。

　福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
活
動
と
心
構
え
は

一
、
権
利
を
守
る
お
手
伝
い
を
す
る
。

一
、
虐
待
拘
束
を
許
さ
な
い
。

一
、
自
己
決
定
の
応
援
を
す
る
。

一
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
。

一
、
地
域
社
会
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
為
活
動
。

　仕
事
は
月
一
回
、
高
齢
者
施
設
や
障
が
い
者
施
設
を
二
人
一
組
で
訪
問
し
、
直
接
利
用

者
か
ら
お
話
を
聞
い
て
、
意
見
や
要
望
を
施
設
担
当
者
に
伝
え
、
よ
り
よ
い
改
善
を
求
め

る
。
必
ず
し
も
要
望
通
り
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
に
支
援
を
心
掛
け
て
い
る
。

　訪
問
を
終
え
、
帰
り
際
「
気
を
つ
け
て
帰
る
ん
だ
よ
。
若
く

な
い
ん
だ
か
ら
」
と
労
わ
れ
、
思
わ
ず
ホ
ロ
リ
と
す
る
。
利
用

者
が
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
の
接
触
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
下
さ

る
と
、
自
分
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
、
う
れ
し
く
、
生
き
が
い

を
感
じ
る
。
活
動
を
通
し
て
新
し
い
こ
と
を
学
び
、
知
る
喜
び
、

人
と
出
会
い
、
人
と
つ
な
が
り
、
豊
か
な
人
生
に
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
お
話
に
な
る
。

　趣
味
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
。
20
年
ほ
ど
の
キ
ャ
リ
ア
で
あ
る
。

私
の
健
康
法
、
元
気
の
も
と
で
あ
る
。
旅
行
も
大
好
き
で
、
仲

間
や
家
族
と
旅
行
を
し
て
、
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
。

　オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
仲
間
と
話
し
合
っ
た
り
、
助
け
合
い
、
ま

た
ご
主
人
の
協
力
も
あ
り
、
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
出
来
、

感
謝
し
て
い
る
と
お
話
し
て
く
れ
る
。
心
優
し
く
、
自
分
ら
し

く
生
き
て
い
る
魅
力
的
な
松
本
さ
ん
で
し
た
。

　問
い
合
わ
せ
先

　
　松
本
米
子

　
　０
１
７
８
（
３
８
）
７
６
３
５

　
　事
務
局
佐
川

　０
１
７
８
（
３
４
）
３
６
８
６

（
編
集
委
員

　鈴
木

　リ
ヨ
）

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
活
動
は
人
生
を
豊
か
に

松
本
米
子
さ
ん
（
八
戸
市
・
79
歳
）

和
紙
ち
ぎ
り
絵
指
導
22
年

岡
本
勝
子
さ
ん
（
青
森
市
・
78
歳
）
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き生 き生 シニア

　横
浜
町
の
南
部
手
踊
り
保
存
会
の
会
長
菊
池

武
己
さ
ん
は
、
21
年
前
か
ら
、
60
歳
〜
90
歳
ま

で
の
方
21
名
に
健
康
長
寿
を
兼
ね
て
手
踊
り
を

指
導
し
て
い
る
。
20
代
の
後
半
に
大
病
を
し
た

が
活
動
を
続
け
、
旭
日
章
や
他
各
賞
を
受
け

た
。
今
は
元
気
そ
の
も
の
で
あ
る
。
若
い
と
き

南
部
手
踊
り
を
教
え
ら
れ
、
ボ
ケ
防
止
と
毎
日

元
気
に
暮
ら
す
た
め
に…

と
思
い
、
数
多
く
の
人
を
長
寿
に
し
た
い
と
考
え
て

手
踊
り
の
指
導
を
始
め
た
。
以
来
長
期
間
の
手
踊
り
経
験
で
、
次
の
よ
う
な
体

調
に
な
っ
た
。

１
、
体
の
柔
軟
で
足
腰
の
痛
み
が
な
く
な
っ
た
。

２
、
同
志
の
交
流
練
習
で
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
気
分
に
な
っ
た
。

３
、
舞
台
に
上
が
る
こ
と
で
、
程
よ
い
緊
張
感
を
生
み
、
活
発
な
動
作
に
な
っ

た
。

４
、
神
経
が
活
発
と
な
り
、
程
良
い
血
流
で
体
調
良
く
、
忍
耐
強
く
な
っ
た
。

　と
体
験
を
話
し
て
い
る
。

　手
踊
り
の
効
果
は
、
実
に
全
身
を
鍛
え
る
に
最
も
良
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　さ
ら
に
菊
池
さ
ん
は
体
調
を
保
持
す
る
た
め
、
自
然
界
の
山
々
で
深
く
酸
素

を
吸
う
こ
と
を
最
も
良
い
と
考
え
、
三
町
歩
の
山
々
を
毎
日
歩
き
続
け
て
い

る
。
同
時
に
山
菜
の
種
類
に
つ
い
て
調
べ
た
り
、
ま
た
古
来
か
ら
、
木
を
使
っ

た
道
具
に
必
要
な
木
材
の
調
査
も
し
て
お
り
、
手
踊
り
指
導
と
合
わ
せ
長
寿
秘

訣
の
基
に
な
る
体
調
管
理
に
つ
い
て
も
他
に
教
え
、
健
康
保
持
に
つ
い
て
実
践

を
進
め
て
い
る
。

（
編
集
委
員

　瀬
川
万
喜
太
）

短
命
返
上
は
手
踊
り
で

菊
池
武
己
さ
ん
（
横
浜
町
・
86
歳
）

第６回南部町郷土芸能保存会発表会
（H27.2.22（日）南部町楽楽ホール）

き生 き生 シニア

　長
年
、
弘
南
バ
ス
五
所
川
原
営
業
所
で
、
観
光
バ
ス
に
乗
務
さ
れ
た
一
戸
さ
ん
。

お
客
様
と
の
出
会
い
も
多
か
っ
た
の
で
は
と
思
い
「
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
？
」

と
質
問
し
た
所
、
最
終
的
に
乗
務
し
た
五
所
川
原
市
立
三
好
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
。
朝
夕
の
子
供
達
と
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
が
な
ん
と
も
癒
さ
れ
ま
た
元
気
を
も
ら

え
た
と
。
そ
の
時
い
た
だ
い
た
寄
せ
書
き
の
色
紙
は
私
の
宝
物
だ
と
笑
顔
で
語
る
。

　ま
た
、
猛
吹
雪
の
中
、
土
手
か
ら
転
落
し
た
乗
用
車
を
ひ
っ
ぱ
り
上
げ
て
若
い
女

性
を
助
け
出
し
た
。
そ
の

女
性
が
身
重
で
、そ
の
後
、

か
わ
い
い
女
の
赤
ち
ゃ
ん

を
生
ん
だ
と
聞
か
さ
れ
た

時
は
、
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
と
目
を
細
め
て
話

し
て
い
た
。

　こ
こ
か
ら
は
、
一
戸
さ

ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。
自
分
の

休
み
を
調
整
し
、
五
所
川

原
農
林
高
校
野
球
部
の
遠

征
バ
ス
を
運
転
す
る
事
46

年
。
試
合
の
朝
、
闘
志
に

胸
膨
ら
ま
せ
バ
ス
に
乗
り

込
む
子
供
達
。
悔
い
を
残

し
、
中
に
は
泣
き
は
ら
し

た
目
で
帰
り
の
バ
ス
に
乗

り
込
む
子
供
達
。
時
に
は

励
ま
し
、
時
に
は
な
だ

め
、
ど
れ
ほ
ど
の
数
の
子
供
達
の
表
情
を
見
て
き
た
こ
と
か…

…

。
子
供
達
の
命
を

預
か
る
に
は
年
齢
的
に
も
、
そ
ろ
そ
ろ
「
９
回
裏
」
と
淋
し
そ
う
。

　で
も
、
ま
だ
ま
だ
頑
張
っ
て
い
る
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
手
話
」。
五
所
川
原
手

話
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
、
活
動
期
間
は
25
年
。
現
役
時
代
、
耳
の
聞
こ
え
な
い
お

客
様
に
手
話
で
対
応
出
来
た
時
は
、
本
当
に
手
話
を
や
っ
て
良
か
っ
た
と
実
感
し

た
と
の
事
。
ま
た
、
ろ
う
あ
者
と
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
手
話
劇
「
水
戸
黄

門
」。
黄
門
役
は
大
変
だ
っ
た
と
言
い
な
が
ら
思
い
出
の
写
真
を
見
せ
て
く
れ
た
。

　一
戸
さ
ん
が
今
、
心
に
誓
っ
て
る
事
は
、
背
伸
び
せ
ず
、
今
の
自
分
の
力
に

合
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
事
。
た
と
え
ば
、
手
話
サ
ー
ク
ル
の
行
事
の

荷
物
運
び
、
遠
方
へ
の
行
事
参
加
の
時
の
運
転
手
、
手
話
コ
ー
ラ
ス
の
歌
詞
め
く

り
、
そ
し
て
打
ち
上
げ
飲
み
会
へ
の
参
加
。
手
話
技
術
は
イ
マ
イ
チ
だ
が
、
酒
が

入
る
と
滑
ら
か
に
動
く
手
、
サ
ー
ク
ル
の
み
ん
な
に
は
、
不
思
議
が
ら
れ
て
る
と

か…
…

。

　一
戸
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
親
か
ら
も
ら
っ
た
「
手
」
を
活
用
し
、
脳
の
活
性

化
を
図
り
、
い
つ
ま
で
も
、
人
の
役
に
立
て
る
よ
う
、
健
康
に
は
気
を
つ
け
て
い

る
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
　
　（
編
集
委
員
・
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　中
川

　幸
子
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、手
話
で

一
戸
豊
明
さ
ん
（
五
所
川
原
市
・
71
歳
）

手話劇「水戸黄門」

手話コーラスの歌詞めくり

五所川原農林高校野球部
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みんなでエンジョイ！ニュースポーツ
〜 ユニカール 編 〜

　２
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
「
カ
ー
リ
ン
グ
」
を
シ
ー
ズ
ン
オ

フ
に
楽
し
も
う
と
１
９
７
９
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ヨ
ー
テ
ポ
リ
市

で
生
ま
れ
、
考
案
さ
れ
た
の
が
「
ユ
ニ
カ
ー
ル
」
で
す
。「
カ
ー
リ

ン
グ
」
で
使
う
石
の
代
わ
り
に
「
ス
ト
ー
ン
（
特
殊
合
成
樹
脂

製
）」
を
、
氷
の
代
わ
り
に
滑
り
や
す
い
特
殊
な
ス
ラ
イ
ド
カ
ー

ペ
ッ
ト
を
使
い
ま
す
。

　２
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
カ
ー
リ
ン
グ
譲
り
の
ル
ー
ル
は
、

シ
ン
プ
ル
な
が
ら
も
奥
が
深
く
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
作
戦
、
そ
し
て

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
技
術
と
い
う
３
つ
の
要
素
が
全
て
要
求
さ

れ
ま
す
。
１
チ
ー
ム
３
人
、
２
チ
ー
ム
６
人
で
試
合
を
行
い
ま
す
。

先
攻
、
後
攻
は
初
回
の
み
コ
イ
ン
ト
ス
な
ど
で
決
め
、
２
回
目
以
後

は
前
回
に
得
点
を
あ
げ
た
チ
ー
ム
か
ら
始
め
ま
す
。
前
回
が
同
点
で

あ
っ
た
場
合
、
先
攻
、
後
攻
の
順
序
は
前
回
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
先

攻
チ
ー
ム
プ
レ
イ
ヤ
ー
か
ら
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
ス
ト
ー
ン

を
投
げ
ま
す
。
６
ゲ
ー
ム
行
い
、
そ
の
総
得
点
を
競
い
ま
す
。

　失
格
と
な
る
の
は
、
ス
ト
ー
ン
を
投
げ
る
際
に
足
が
ス
ロ
ー
イ
ン

グ
エ
リ
ア
の
ラ
イ
ン
を
踏
ん
だ
り
、
越
え
て
し
ま
っ
た
場
合
、
投
げ

た
ス
ト
ー
ン
が
転
が
っ
て
い
る
状
態
で
ガ
ー
ド
ラ
イ
ン
を
越
え
た
場

合
（
セ
ー
フ
テ
ィ
エ
リ
ア
に
そ
の
ス
ト
ー
ン
が
止
っ
て
も
）、
ま

た
、
ガ
ー
ド
ラ
イ
ン
を
完
全
に
越
え
て
い
な
い
ス
ト
ー
ン
は
失
格
と

な
り
ま
す
。
但
し
他
の
ス
ト
ー
ン
に
あ
た
っ
て
ガ
ー
ド
ラ
イ
ン
上
に

止
っ
た
ス
ト
ー
ン
は
有
効
で
す
。
バ
ッ
ク
ラ
イ
ン
、
サ
イ
ド
ラ
イ
ン

か
ら
完
全
に
外
れ
た
ス
ト
ー
ン
は
失
格
と
な
り
ま
す
。

　有
効
エ
リ
ア
内
に
あ
り
且
つ
サ
ー
ク
ル
に
触
れ
て
い
な
い
先
攻
の

第
一
投
目
ス
ト
ー
ン
を
後
攻
の
第
一
投
目
ス
ト
ー
ン
が
あ
て
て
有
効

エ
リ
ア
外
に
は
じ
き
出
し
た
場
合
、
後
攻
の
第
一
投
目
ス
ト
ー
ン
が

失
格
と
な
り
直
ち
に
取
り
除
か
れ
、
先
攻
の
第
一
投
目
ス
ト
ー
ン
は

元
の
位
置
に
戻
さ
れ
ま
す
。
他
の
ス
ト
ー
ン
に
乗
り
上
げ
て
し
ま
っ

た
り
、
横
転
し
て
し
ま
っ
た
ス
ト
ー
ン
は
無
条
件
で
失
格
と
な
り
、

直
ち
に
取
り
除
か
れ
ま
す
。

バックライン

サイドライン

スタートライン

ガードライン

センターサークル
セカンドサークル
サードサークル
セーフティエリア

あすなろ友の会青森支部　ユニカール同好会

青森県長寿社会振興センターは

様々なニュースポーツの用具を貸し出ししております。

　投
球
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
右
手
（
右
利
き

の
場
合
）
で
、
胸
の
あ
た
り
ま
で
ス
ト
ー
ン
を

持
ち
上
げ
、
ね
ら
い
を
定
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
右
手
で
ス
ト
ー
ン
の
グ
リ
ッ
プ
を
握
っ

て
、
ス
ト
ー
ン
の
滑
走
面
を
上
に
向
け
ま
す
。

こ
の
と
き
、
左
手
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
よ
う
に

軽
く
支
え
ま
す
。
次
に
、

遠
心
力
を
利
用
す
る
た
め

に
、
大
さ
く
バ
ッ
ク
ス
イ

ン
グ
を
し
ま
す
。
ス
ト
ー
ン
の
重
さ
を
利
用

す
る
た
め
に
、
左
足
を
１
歩
踏
み
出
し
、
低

い
姿
勢
で
、
足
元
か
ら
滑
ら
せ
る
よ
う
に
投

げ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
投
げ
方
を
す
れ
ば
、

腕
力
に
自
信
の
な
い
女
性
で
も
、
プ
レ
ー
が

楽
し
め
ま
す
。

　ユ
ニ
カ
ー
ル
は
力
よ
り
も
技
術
と
戦
略
が

物
を
言
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ほ
う
り
投
げ
ず

に
、
足
元
か
ら
滑
ら
す
よ
う
に
投
げ
て
下
さ

い
。

参
照
：
日
本
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.unicurl.net/

　あ
す
な
ろ
友
の
会
青
森
支
部
ユ
ニ
カ
ー
ル
同
好
会
は
、
友
の
会
会

員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
毎
週
（
曜
日
は
火
曜
日
か
水
曜
日
）、

県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
に
て
、
ユ
ニ
カ
ー
ル
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
興

味
の
あ
る
方
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
お
問
合
せ
先
》

　あ
す
な
ろ
友
の
会
青
森
支
部

　事
務
局
長

　佐
々
木

　克
子

　０
１
７
（
７
７
３
）
６
６
３
８

貸出の問い合せ先　青森県長寿社会振興センター　017－777－6311
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０
０
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史
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つ
「
カ
ー
リ
ン
グ
」
を
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９
７
９
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が
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で
す
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ー
リ

ン
グ
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で
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わ
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に
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（
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を
、
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滑
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や
す
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特
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な
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ラ
イ
ド
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ー

ペ
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を
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ま
す
。
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０
０
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以
上
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史
を
持
つ
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ー
リ
ン
グ
譲
り
の
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ル
は
、

シ
ン
プ
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な
が
ら
も
奥
が
深
く
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
作
戦
、
そ
し
て

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
技
術
と
い
う
３
つ
の
要
素
が
全
て
要
求
さ

れ
ま
す
。
１
チ
ー
ム
３
人
、
２
チ
ー
ム
６
人
で
試
合
を
行
い
ま
す
。

先
攻
、
後
攻
は
初
回
の
み
コ
イ
ン
ト
ス
な
ど
で
決
め
、
２
回
目
以
後

は
前
回
に
得
点
を
あ
げ
た
チ
ー
ム
か
ら
始
め
ま
す
。
前
回
が
同
点
で

あ
っ
た
場
合
、
先
攻
、
後
攻
の
順
序
は
前
回
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
先

攻
チ
ー
ム
プ
レ
イ
ヤ
ー
か
ら
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
ス
ト
ー
ン

を
投
げ
ま
す
。
６
ゲ
ー
ム
行
い
、
そ
の
総
得
点
を
競
い
ま
す
。

　失
格
と
な
る
の
は
、
ス
ト
ー
ン
を
投
げ
る
際
に
足
が
ス
ロ
ー
イ
ン

グ
エ
リ
ア
の
ラ
イ
ン
を
踏
ん
だ
り
、
越
え
て
し
ま
っ
た
場
合
、
投
げ

た
ス
ト
ー
ン
が
転
が
っ
て
い
る
状
態
で
ガ
ー
ド
ラ
イ
ン
を
越
え
た
場

合
（
セ
ー
フ
テ
ィ
エ
リ
ア
に
そ
の
ス
ト
ー
ン
が
止
っ
て
も
）、
ま

た
、
ガ
ー
ド
ラ
イ
ン
を
完
全
に
越
え
て
い
な
い
ス
ト
ー
ン
は
失
格
と

な
り
ま
す
。
但
し
他
の
ス
ト
ー
ン
に
あ
た
っ
て
ガ
ー
ド
ラ
イ
ン
上
に

止
っ
た
ス
ト
ー
ン
は
有
効
で
す
。
バ
ッ
ク
ラ
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ン
、
サ
イ
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ラ
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ン
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に
外
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た
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は
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と
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す
。
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触
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の
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の
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が
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有
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場
合
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の
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ト
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が
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と
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に
取
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除
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れ
、
先
攻
の
第
一
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目
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ト
ー
ン
は

元
の
位
置
に
戻
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れ
ま
す
。
他
の
ス
ト
ー
ン
に
乗
り
上
げ
て
し
ま
っ

た
り
、
横
転
し
て
し
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っ
た
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ト
ー
ン
は
無
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で
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格
と
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り
、
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ち
に
取
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除
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ま
す
。
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様々なニュースポーツの用具を貸し出ししております。
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球
方
法
と
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て
は
、
ま
ず
右
手
（
右
利
き

の
場
合
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で
、
胸
の
あ
た
り
ま
で
ス
ト
ー
ン
を

持
ち
上
げ
、
ね
ら
い
を
定
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
右
手
で
ス
ト
ー
ン
の
グ
リ
ッ
プ
を
握
っ

て
、
ス
ト
ー
ン
の
滑
走
面
を
上
に
向
け
ま
す
。

こ
の
と
き
、
左
手
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
よ
う
に

軽
く
支
え
ま
す
。
次
に
、

遠
心
力
を
利
用
す
る
た
め

に
、
大
さ
く
バ
ッ
ク
ス
イ

ン
グ
を
し
ま
す
。
ス
ト
ー
ン
の
重
さ
を
利
用

す
る
た
め
に
、
左
足
を
１
歩
踏
み
出
し
、
低

い
姿
勢
で
、
足
元
か
ら
滑
ら
せ
る
よ
う
に
投

げ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
投
げ
方
を
す
れ
ば
、

腕
力
に
自
信
の
な
い
女
性
で
も
、
プ
レ
ー
が

楽
し
め
ま
す
。

　ユ
ニ
カ
ー
ル
は
力
よ
り
も
技
術
と
戦
略
が

物
を
言
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ほ
う
り
投
げ
ず

に
、
足
元
か
ら
滑
ら
す
よ
う
に
投
げ
て
下
さ

い
。
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水
曜
日
）、

県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
に
て
、
ユ
ニ
カ
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ル
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
興
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は
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記
ま
で
お
問
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だ
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。
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先
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友
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合
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脂

製
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や
す
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特
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な
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す
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の
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と
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う
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つ
の
要
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が
全
て
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求
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れ
ま
す
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１
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、
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６
人
で
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を
行
い
ま
す
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先
攻
、
後
攻
は
初
回
の
み
コ
イ
ン
ト
ス
な
ど
で
決
め
、
２
回
目
以
後

は
前
回
に
得
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を
あ
げ
た
チ
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ム
か
ら
始
め
ま
す
。
前
回
が
同
点
で

あ
っ
た
場
合
、
先
攻
、
後
攻
の
順
序
は
前
回
と
変
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り
ま
せ
ん
。
先

攻
チ
ー
ム
プ
レ
イ
ヤ
ー
か
ら
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
ス
ト
ー
ン

を
投
げ
ま
す
。
６
ゲ
ー
ム
行
い
、
そ
の
総
得
点
を
競
い
ま
す
。

　失
格
と
な
る
の
は
、
ス
ト
ー
ン
を
投
げ
る
際
に
足
が
ス
ロ
ー
イ
ン

グ
エ
リ
ア
の
ラ
イ
ン
を
踏
ん
だ
り
、
越
え
て
し
ま
っ
た
場
合
、
投
げ

た
ス
ト
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ン
が
転
が
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て
い
る
状
態
で
ガ
ー
ド
ラ
イ
ン
を
越
え
た
場

合
（
セ
ー
フ
テ
ィ
エ
リ
ア
に
そ
の
ス
ト
ー
ン
が
止
っ
て
も
）、
ま

た
、
ガ
ー
ド
ラ
イ
ン
を
完
全
に
越
え
て
い
な
い
ス
ト
ー
ン
は
失
格
と

な
り
ま
す
。
但
し
他
の
ス
ト
ー
ン
に
あ
た
っ
て
ガ
ー
ド
ラ
イ
ン
上
に

止
っ
た
ス
ト
ー
ン
は
有
効
で
す
。
バ
ッ
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イ
ン
、
サ
イ
ド
ラ
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ン

か
ら
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全
に
外
れ
た
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ン
は
失
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と
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り
ま
す
。
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内
に
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り
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触
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先
攻
の

第
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投
目
ス
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を
後
攻
の
第
一
投
目
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ン
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、
後
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の
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目
ス
ト
ー
ン
が
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と
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に
取
り
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れ
、
先
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の
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投
目
ス
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ン
は
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の
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に
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。
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の
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ー
ン
に
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ま
っ
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、
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と
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、
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。

バックライン

サイドライン

スタートライン

ガードライン

センターサークル
セカンドサークル
サードサークル
セーフティエリア

あすなろ友の会青森支部　ユニカール同好会

青森県長寿社会振興センターは

様々なニュースポーツの用具を貸し出ししております。

　投
球
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
右
手
（
右
利
き

の
場
合
）
で
、
胸
の
あ
た
り
ま
で
ス
ト
ー
ン
を

持
ち
上
げ
、
ね
ら
い
を
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ン
の
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プ
を
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、
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を
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に
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と
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、
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手
で
バ
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と
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に
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え
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、
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滑
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。
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て
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）、
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て
、
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を
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り
ま
す
。
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の
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る
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は
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。
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あすなろ友の会の活動
「あすなろ友の会」は、高齢者の生きがいと健康づくり及び仲間づくりの推進を目的に自主的に活動しています。

挨
拶
、
ル
ー
ル
説
明
、

準
備
運
動
後
、
各
グ

ル
ー
プ
に
所
属
し
て

技
術
・
助
言
指
導
に

よ
り
、
初
打
は
４
〜

５
打
が
多
か
っ
た
が
、

時
間
と
共
に
２
〜
３

打
に
止
ま
り
、
上
達

し
、
玉
汗
で
終
了
し

た
。
講
評
と
し
て
、
若
々
し
い
姿
勢
・
動
作
で
成
績
も
良
く
、希
望
を
持
て
る
と

の
一
言
。
成
績
は
、
猪
俣
さ
ん
、
泉
館
さ
ん
、
下
川
原
さ
ん
、
山
本（
和
）さ
ん
、

山
本（
順
）さ
ん
、
中
沢
さ
ん
の
順
だ
っ
た
。

　水
無
月
、
緑
深
い
奥
入
瀬
渓
流
、
雲
井
滝
。
勇
壮
で
、
神
秘
的
な
双
竜
の
大
滝

は
竜
口
が
２
つ
に
分
か
れ
、
水
霧
は

深
い
壷
に…

。
濃
い
マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
で
心
身
か
ら
清
め
ら
れ
帰
る
。
途

中
、東
北
研
修
所
に
立
ち
寄
り
、視
察

後
、
焼
山
温
泉
で
昼
食
・
入
浴
を
し

て
事
業
確
認
後
に
握
手
で
バ
イ
ナ
ラ
。

（
上
十
三
支
部

　武
田

　茂
）

　冬
は
一
般
的
に
運
動
不
足
か
ら
肥
満
発
病…

？

　ス
タ
ー
ト
10
分
間
程
ゴ
ロ

ガ
タ
、
ア
ラ
ア
ラ
ダ
メ
コ
リ
ャ
‼
苦
笑
。
集
中
力
、
体
力
不
足
か
ら
好
場
面
を

逃
す
人
が
多
か
っ
た
。
そ
の
中
で
も
健
活
者
は
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
！ 

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
！
　

も
い
た
。
時
間
経
過
と
共
に
歓
声
、
力
強
い
拍
手
と
握
手
の
光
景
が
目
に
入
る

よ
う
に
な
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
ジ
ュ
ー
ス
で
水
分
を
補
給
し
な
が
ら
、
楽
し
く
さ
わ

や
か
に
終
了
し
た
。
１
位
田
中
正
実
さ
ん
、
２
位
沖
津
秀
樹
さ
ん
、
３
位
前
川

原
正
顕
さ
ん
、
４
位
泉
山
敦
子
さ
ん
、
５
位

高
坂
ヒ
デ
さ
ん
、
全
員
参
加
賞
を
手
に
笑
顔

で
退
散
し
た
。

　３
月
、
運
営
委
員
会
に
長
寿
社
会
振
興
セ

ン
タ
ー
柴
田
推
進
課
長
出
席
。
年
度
の
総
反

省
と
28
年
度
の
事
業
検
討
を
す
る
。
30
日
に

は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
国
際
交
流
員
、

ト
ー
マ
ス
・
カ
ウ
ド
氏
の
講
演
、
総
会
で
終

了
。
会
食
し
、
解
散
し
た
。

（
上
十
三
支
部

　武
田

　茂
）

▼
上
十
三
支
部

冬
期
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
運
動
補
強
／
３
月
活
動
日
誌

　３
月
17
日
健
康
教
室
「
レ
ク
で
転
倒
予
防
」
に
約
30
名
参
加
。
長
寿
社
会
振

興
セ
ン
タ
ー
棟
方
由
美
子
さ
ん
の
指
導
で
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
う
運
動
、
筋

ト
レ
、
脳
を
刺
激
す
る
運
動
な
ど
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、
心
地
よ

い
汗
を
か
い
た
。

　４
月
20
日
、
弘
前
市
民
会
館
で
講
演
と
総
会
が
あ
り
、
約
80
名
参
加
。「
和

の
昔
こ
」
の
佐
藤
ツ
リ
さ
ん
と
そ
の
仲
間
に
よ
る
津
軽
民
話
、
南
京
玉
す
だ
れ

▼
津
軽
支
部

３
〜
５
月
の
活
動
日
誌

心
身
の
目
覚
し

　卯
月
、
初
事
業
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
強
い
日

差
し
で
春
爛
漫
、
花
・
花
・
花
の
パ
ワ
ー
を
受

け
て
十
和
田
稲
生
川
コ
ー
ス
と
中
央
公
園
官
庁

街
コ
ー
ス
を
鼻
歌
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

笑
い
笑
い
の
中
で
楽
し
く
終
了
。
次
の
事
業
確

認
後
に
帰
路
に
着
い
た
。

　皐
月
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
六
戸
奥
入
瀬
川
の

河
川
敷
芝
コ
ー
ス
で
日
ご
ろ
の
悪
事
を
清
流
に

流
し
て
清
い
心
で
開
会
。
苫
米
地
繁
雄
会
長
の

を
楽
し
む
。
続
い
て
東
地
方

保
健
所
の
歯
科
衛
生
士
濱
田

咲
美
さ
ん
に
よ
る
歯
科
口
腔

衛
生
の
講
話
を
聞
く
。
総
会

で
は
前
年
度
の
会
計
報
告
、

本
年
度
の
事
業
計
画
等
を
承

認
し
終
了
し
た
。

　５
月
19
日
、
津
軽
ダ
ム
湛

水
の
見
学
・
映
画
「
白
神
の

自
然
」
の
鑑
賞
会
に
約
50
名

が
参
加
。
ダ
ム
に
向
か
う
途
中
、
送
迎
バ
ス
の
運
転
手
・
相
馬
さ
ん
の
名
調
子
で
、
ダ
ム
の
高

さ
は
97
・
２
メ
ー
ト
ル
、
岩
木
川
の
長
さ
は
１
０
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
な
ど
と
話
し
て
く
れ
る
。

ダ
ム
の
水
位
は
湛
水
時
よ
り
下
が
っ
て
い
た
が
、
目
屋
ダ
ム
は
水
面
上
に
現
れ
て
い
な
か
っ

た
。
こ
の
後
、
白
神
館
で
昼
食
・
入
浴
・
懇
談
と
な
っ
た
。

　
　（
津
軽
支
部

　鳴
海

　紀
）

　３
月
17
日
健
康
教
室
「
レ
ク
で
転
倒
予
防
」
に
約
30
名
参
加
。
長
寿
社
会
振

興
セ
ン
タ
ー
棟
方
由
美
子
さ
ん
の
指
導
で
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
う
運
動
、
筋

ト
レ
、
脳
を
刺
激
す
る
運
動
な
ど
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、
心
地
よ

い
汗
を
か
い
た
。

　４
月
20
日
、
弘
前
市
民
会
館
で
講
演
と
総
会
が
あ
り
、
約
80
名
参
加
。「
和

の
昔
こ
」
の
佐
藤
ツ
リ
さ
ん
と
そ
の
仲
間
に
よ
る
津
軽
民
話
、
南
京
玉
す
だ
れ

　５
月
17
日
（
火
）、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
下
北
の
美
し
い

豊
か
な
自
然
を
知
り
、「
健
康
と
仲
間
づ
く
り
」
を
目
的
に
、

「
ジ
オ
サ
イ
ト
探
索
と
川
内
渓
谷
遊
歩
道
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
を

実
施
し
た
。

　最
初
に
、
里
山
の
巨
樹
巨
木
・
天
然
記
念
物
の
「
銀
杏
木
」

（
樹
齢
５
０
０
年
）
を
確
認
後
、
安
部
城
鉱
山
跡
地
を
探
索
。

同
山
は
金
銀
銅
を
産
出
。
大
正
８
年
に
溶
鉱
炉
が
完
成
、
天

下
に
名
を
轟
か
せ
た
巨
大
な
３
本
煙
突
や
溶
鉱
炉
跡
。
山
と

積
ま
れ
た
カ
ラ
ミ
（
鉱
砕
）
等
を
確
認
し
た
後
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
の
出
発
地
点
で
あ
る
大
滝
休
憩
所
へ
バ
ス
を
進
め
る
。

　川
沿
い
の
遊
歩
道
に
は
、
滝
見
台
・
八
つ
橋
・
張
り
出
す
歩
道
な
ど
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が

点
在
し
て
い
る
。
鶺
鴒
橋
の
上
か
ら
甌
穴
群
等
を
確
認
し
な
が
ら
対
岸
に
渡
り
、
終
点
あ
す
な

ろ
橋
に
到
着
。

　道
の
駅
「
か
わ
う
ち
湖
」
で
昼
食
後
、
今
日
の
メ
イ
ン
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
「
川
内
ダ
ム
」
へ
。

　川
内
ダ
ム
は
、
洪
水
調
節
や
河
川
環
境
保
全
を
図
る
た
め
抜
本
的
治
水
対
策
と
し
て
建
設
が

計
画
さ
れ
、
昭
和
46
年
の
調
査
か
ら
24
年
間
を
要
し
、
総
事
業
費
２
０
０
億
円
で
完
成
し
た
重

力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
、
長
さ
（
堤
頂
長
）
１
３
７
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
（
堤
高
）
55
メ
ー

ト
ル
、
貯
水
量
（
総
貯
水
量
）
は
１
６
５
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
東
京
ド
ー
ム
の
13
倍
、
貯
水

量
の
大
き
さ
は
県
内
で
津
軽
、
浅
瀬
石
川
、
世
増
、
天
間
ダ
ム
に
次
ぎ
５
番
目
だ
そ
う
。

　下
北
地
域
県
民
局
の
阿
保
副
課
長
さ
ん
の

案
内
で
、
堤
頂
か
ら
45
メ
ー
ト
ル
下
に
あ
る

地
下
の
監
査
廊
や
プ
ラ
ム
ラ
イ
ン
等
ま
で
勉

強
さ
せ
て
頂
い
た
。
美
し
い
自
然
と
ジ
オ
サ

イ
ト
を
堪
能
、「
ふ
れ
あ
い
温
泉
」
で
汗
を

流
し
て
楽
し
ん
だ
、
ち
ょ
っ
と
贅
沢
な
気
分

の
一
日
で
あ
っ
た
。

（
下
北
支
部

　祐
川

　猛
）

▼
下
北
支
部

川
内
渓
谷
遊
歩
道
探
索
と
川
内
ダ
ム
見
学
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
親
睦

を
楽
し
む
。
続
い
て
東
地
方

保
健
所
の
歯
科
衛
生
士
濱
田

咲
美
さ
ん
に
よ
る
歯
科
口
腔

衛
生
の
講
話
を
聞
く
。
総
会

で
は
前
年
度
の
会
計
報
告
、

本
年
度
の
事
業
計
画
等
を
承

認
し
終
了
し
た
。

　５
月
19
日
、
津
軽
ダ
ム
湛

水
の
見
学
・
映
画
「
白
神
の

自
然
」
の
鑑
賞
会
に
約
50
名

が
参
加
。
ダ
ム
に
向
か
う
途
中
、
送
迎
バ
ス
の
運
転
手
・
相
馬
さ
ん
の
名
調
子
で
、
ダ
ム
の
高

さ
は
97
・
２
メ
ー
ト
ル
、
岩
木
川
の
長
さ
は
１
０
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
な
ど
と
話
し
て
く
れ
る
。

ダ
ム
の
水
位
は
湛
水
時
よ
り
下
が
っ
て
い
た
が
、
目
屋
ダ
ム
は
水
面
上
に
現
れ
て
い
な
か
っ

た
。
こ
の
後
、
白
神
館
で
昼
食
・
入
浴
・
懇
談
と
な
っ
た
。

　
　（
津
軽
支
部

　鳴
海

　紀
）

　「
あ
す
な
ろ
友
の
会
津
軽
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交

流
会
」
が
去
る
６
月
８
日
、
大
鰐
町
あ
じ
ゃ
ら
高
原
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
27
名
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。
開
会

式
で
本
間
操
支
部
長
か
ら
「
さ
わ
や
か
な
大
鰐
高
原
で
楽

し
く
プ
レ
ー
を
！
」
と
あ
い
さ
つ
。
長
寿
社
会
振
興
セ
ン

タ
ー
か
ら
柴
田
君
仁
推
進
課
長
、
水
木
健
仁
さ
ん
も
参

加
。
97
歳
の
最
高
齢
者
、
菊
池
正
八
さ
ん
も
参
加
し
て
花

を
添
え
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
各
組
入
賞
者
と
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

①
組
＝
岩
屋
弘
子
42
点

　②
組
＝
佐
々
木
ひ
ろ
子
49
点

　

③
組
＝
対
馬
要
太
郎
46
点

　④
組
＝
木
田
義
満
46
点

　⑤

組
＝
奈
良
岡
豊
彦
44
点

　⑥
組
＝
本
間
操
45
点

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
＝
柴
田
君
仁

（
津
軽
支
部

　本
間

　操
） た

ん

す
い

せ
き
れ
い

お
う
け
つ

あすなろ友の会の活動
「あすなろ友の会」は、高齢者の生きがいと健康づくり及び仲間づくりの推進を目的に自主的に活動しています。

挨
拶
、
ル
ー
ル
説
明
、

準
備
運
動
後
、
各
グ

ル
ー
プ
に
所
属
し
て

技
術
・
助
言
指
導
に

よ
り
、
初
打
は
４
〜

５
打
が
多
か
っ
た
が
、

時
間
と
共
に
２
〜
３

打
に
止
ま
り
、
上
達

し
、
玉
汗
で
終
了
し

た
。
講
評
と
し
て
、
若
々
し
い
姿
勢
・
動
作
で
成
績
も
良
く
、希
望
を
持
て
る
と

の
一
言
。
成
績
は
、
猪
俣
さ
ん
、
泉
館
さ
ん
、
下
川
原
さ
ん
、
山
本（
和
）さ
ん
、

山
本（
順
）さ
ん
、
中
沢
さ
ん
の
順
だ
っ
た
。

　水
無
月
、
緑
深
い
奥
入
瀬
渓
流
、
雲
井
滝
。
勇
壮
で
、
神
秘
的
な
双
竜
の
大
滝

は
竜
口
が
２
つ
に
分
か
れ
、
水
霧
は

深
い
壷
に…

。
濃
い
マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
で
心
身
か
ら
清
め
ら
れ
帰
る
。
途

中
、東
北
研
修
所
に
立
ち
寄
り
、視
察

後
、
焼
山
温
泉
で
昼
食
・
入
浴
を
し

て
事
業
確
認
後
に
握
手
で
バ
イ
ナ
ラ
。

（
上
十
三
支
部

　武
田

　茂
）

　冬
は
一
般
的
に
運
動
不
足
か
ら
肥
満
発
病…

？

　ス
タ
ー
ト
10
分
間
程
ゴ
ロ

ガ
タ
、
ア
ラ
ア
ラ
ダ
メ
コ
リ
ャ
‼
苦
笑
。
集
中
力
、
体
力
不
足
か
ら
好
場
面
を

逃
す
人
が
多
か
っ
た
。
そ
の
中
で
も
健
活
者
は
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
！ 

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
！
　

も
い
た
。
時
間
経
過
と
共
に
歓
声
、
力
強
い
拍
手
と
握
手
の
光
景
が
目
に
入
る

よ
う
に
な
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
ジ
ュ
ー
ス
で
水
分
を
補
給
し
な
が
ら
、
楽
し
く
さ
わ

や
か
に
終
了
し
た
。
１
位
田
中
正
実
さ
ん
、
２
位
沖
津
秀
樹
さ
ん
、
３
位
前
川

原
正
顕
さ
ん
、
４
位
泉
山
敦
子
さ
ん
、
５
位

高
坂
ヒ
デ
さ
ん
、
全
員
参
加
賞
を
手
に
笑
顔

で
退
散
し
た
。

　３
月
、
運
営
委
員
会
に
長
寿
社
会
振
興
セ

ン
タ
ー
柴
田
推
進
課
長
出
席
。
年
度
の
総
反

省
と
28
年
度
の
事
業
検
討
を
す
る
。
30
日
に

は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
国
際
交
流
員
、

ト
ー
マ
ス
・
カ
ウ
ド
氏
の
講
演
、
総
会
で
終

了
。
会
食
し
、
解
散
し
た
。

（
上
十
三
支
部

　武
田

　茂
）

▼
上
十
三
支
部

冬
期
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
運
動
補
強
／
３
月
活
動
日
誌

　３
月
17
日
健
康
教
室
「
レ
ク
で
転
倒
予
防
」
に
約
30
名
参
加
。
長
寿
社
会
振

興
セ
ン
タ
ー
棟
方
由
美
子
さ
ん
の
指
導
で
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
う
運
動
、
筋

ト
レ
、
脳
を
刺
激
す
る
運
動
な
ど
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、
心
地
よ

い
汗
を
か
い
た
。

　４
月
20
日
、
弘
前
市
民
会
館
で
講
演
と
総
会
が
あ
り
、
約
80
名
参
加
。「
和

の
昔
こ
」
の
佐
藤
ツ
リ
さ
ん
と
そ
の
仲
間
に
よ
る
津
軽
民
話
、
南
京
玉
す
だ
れ

▼
津
軽
支
部

３
〜
５
月
の
活
動
日
誌

心
身
の
目
覚
し

　卯
月
、
初
事
業
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
強
い
日

差
し
で
春
爛
漫
、
花
・
花
・
花
の
パ
ワ
ー
を
受

け
て
十
和
田
稲
生
川
コ
ー
ス
と
中
央
公
園
官
庁

街
コ
ー
ス
を
鼻
歌
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

笑
い
笑
い
の
中
で
楽
し
く
終
了
。
次
の
事
業
確

認
後
に
帰
路
に
着
い
た
。

　皐
月
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
六
戸
奥
入
瀬
川
の

河
川
敷
芝
コ
ー
ス
で
日
ご
ろ
の
悪
事
を
清
流
に

流
し
て
清
い
心
で
開
会
。
苫
米
地
繁
雄
会
長
の

を
楽
し
む
。
続
い
て
東
地
方

保
健
所
の
歯
科
衛
生
士
濱
田

咲
美
さ
ん
に
よ
る
歯
科
口
腔

衛
生
の
講
話
を
聞
く
。
総
会

で
は
前
年
度
の
会
計
報
告
、

本
年
度
の
事
業
計
画
等
を
承

認
し
終
了
し
た
。

　５
月
19
日
、
津
軽
ダ
ム
湛

水
の
見
学
・
映
画
「
白
神
の

自
然
」
の
鑑
賞
会
に
約
50
名

が
参
加
。
ダ
ム
に
向
か
う
途
中
、
送
迎
バ
ス
の
運
転
手
・
相
馬
さ
ん
の
名
調
子
で
、
ダ
ム
の
高

さ
は
97
・
２
メ
ー
ト
ル
、
岩
木
川
の
長
さ
は
１
０
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
な
ど
と
話
し
て
く
れ
る
。

ダ
ム
の
水
位
は
湛
水
時
よ
り
下
が
っ
て
い
た
が
、
目
屋
ダ
ム
は
水
面
上
に
現
れ
て
い
な
か
っ

た
。
こ
の
後
、
白
神
館
で
昼
食
・
入
浴
・
懇
談
と
な
っ
た
。

　
　（
津
軽
支
部

　鳴
海

　紀
）

　３
月
17
日
健
康
教
室
「
レ
ク
で
転
倒
予
防
」
に
約
30
名
参
加
。
長
寿
社
会
振

興
セ
ン
タ
ー
棟
方
由
美
子
さ
ん
の
指
導
で
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
う
運
動
、
筋

ト
レ
、
脳
を
刺
激
す
る
運
動
な
ど
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、
心
地
よ

い
汗
を
か
い
た
。

　４
月
20
日
、
弘
前
市
民
会
館
で
講
演
と
総
会
が
あ
り
、
約
80
名
参
加
。「
和

の
昔
こ
」
の
佐
藤
ツ
リ
さ
ん
と
そ
の
仲
間
に
よ
る
津
軽
民
話
、
南
京
玉
す
だ
れ

　５
月
17
日
（
火
）、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
下
北
の
美
し
い

豊
か
な
自
然
を
知
り
、「
健
康
と
仲
間
づ
く
り
」
を
目
的
に
、

「
ジ
オ
サ
イ
ト
探
索
と
川
内
渓
谷
遊
歩
道
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
を

実
施
し
た
。

　最
初
に
、
里
山
の
巨
樹
巨
木
・
天
然
記
念
物
の
「
銀
杏
木
」

（
樹
齢
５
０
０
年
）
を
確
認
後
、
安
部
城
鉱
山
跡
地
を
探
索
。

同
山
は
金
銀
銅
を
産
出
。
大
正
８
年
に
溶
鉱
炉
が
完
成
、
天

下
に
名
を
轟
か
せ
た
巨
大
な
３
本
煙
突
や
溶
鉱
炉
跡
。
山
と

積
ま
れ
た
カ
ラ
ミ
（
鉱
砕
）
等
を
確
認
し
た
後
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
の
出
発
地
点
で
あ
る
大
滝
休
憩
所
へ
バ
ス
を
進
め
る
。

　川
沿
い
の
遊
歩
道
に
は
、
滝
見
台
・
八
つ
橋
・
張
り
出
す
歩
道
な
ど
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が

点
在
し
て
い
る
。
鶺
鴒
橋
の
上
か
ら
甌
穴
群
等
を
確
認
し
な
が
ら
対
岸
に
渡
り
、
終
点
あ
す
な

ろ
橋
に
到
着
。

　道
の
駅
「
か
わ
う
ち
湖
」
で
昼
食
後
、
今
日
の
メ
イ
ン
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
「
川
内
ダ
ム
」
へ
。

　川
内
ダ
ム
は
、
洪
水
調
節
や
河
川
環
境
保
全
を
図
る
た
め
抜
本
的
治
水
対
策
と
し
て
建
設
が

計
画
さ
れ
、
昭
和
46
年
の
調
査
か
ら
24
年
間
を
要
し
、
総
事
業
費
２
０
０
億
円
で
完
成
し
た
重

力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
、
長
さ
（
堤
頂
長
）
１
３
７
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
（
堤
高
）
55
メ
ー

ト
ル
、
貯
水
量
（
総
貯
水
量
）
は
１
６
５
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
東
京
ド
ー
ム
の
13
倍
、
貯
水

量
の
大
き
さ
は
県
内
で
津
軽
、
浅
瀬
石
川
、
世
増
、
天
間
ダ
ム
に
次
ぎ
５
番
目
だ
そ
う
。

　下
北
地
域
県
民
局
の
阿
保
副
課
長
さ
ん
の

案
内
で
、
堤
頂
か
ら
45
メ
ー
ト
ル
下
に
あ
る

地
下
の
監
査
廊
や
プ
ラ
ム
ラ
イ
ン
等
ま
で
勉

強
さ
せ
て
頂
い
た
。
美
し
い
自
然
と
ジ
オ
サ

イ
ト
を
堪
能
、「
ふ
れ
あ
い
温
泉
」
で
汗
を

流
し
て
楽
し
ん
だ
、
ち
ょ
っ
と
贅
沢
な
気
分

の
一
日
で
あ
っ
た
。

（
下
北
支
部

　祐
川

　猛
）

▼
下
北
支
部

川
内
渓
谷
遊
歩
道
探
索
と
川
内
ダ
ム
見
学
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
親
睦

を
楽
し
む
。
続
い
て
東
地
方

保
健
所
の
歯
科
衛
生
士
濱
田

咲
美
さ
ん
に
よ
る
歯
科
口
腔

衛
生
の
講
話
を
聞
く
。
総
会

で
は
前
年
度
の
会
計
報
告
、

本
年
度
の
事
業
計
画
等
を
承

認
し
終
了
し
た
。

　５
月
19
日
、
津
軽
ダ
ム
湛

水
の
見
学
・
映
画
「
白
神
の

自
然
」
の
鑑
賞
会
に
約
50
名

が
参
加
。
ダ
ム
に
向
か
う
途
中
、
送
迎
バ
ス
の
運
転
手
・
相
馬
さ
ん
の
名
調
子
で
、
ダ
ム
の
高

さ
は
97
・
２
メ
ー
ト
ル
、
岩
木
川
の
長
さ
は
１
０
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
な
ど
と
話
し
て
く
れ
る
。

ダ
ム
の
水
位
は
湛
水
時
よ
り
下
が
っ
て
い
た
が
、
目
屋
ダ
ム
は
水
面
上
に
現
れ
て
い
な
か
っ

た
。
こ
の
後
、
白
神
館
で
昼
食
・
入
浴
・
懇
談
と
な
っ
た
。

　
　（
津
軽
支
部

　鳴
海

　紀
）

　「
あ
す
な
ろ
友
の
会
津
軽
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交

流
会
」
が
去
る
６
月
８
日
、
大
鰐
町
あ
じ
ゃ
ら
高
原
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
27
名
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。
開
会

式
で
本
間
操
支
部
長
か
ら
「
さ
わ
や
か
な
大
鰐
高
原
で
楽

し
く
プ
レ
ー
を
！
」
と
あ
い
さ
つ
。
長
寿
社
会
振
興
セ
ン

タ
ー
か
ら
柴
田
君
仁
推
進
課
長
、
水
木
健
仁
さ
ん
も
参

加
。
97
歳
の
最
高
齢
者
、
菊
池
正
八
さ
ん
も
参
加
し
て
花

を
添
え
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
各
組
入
賞
者
と
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

①
組
＝
岩
屋
弘
子
42
点

　②
組
＝
佐
々
木
ひ
ろ
子
49
点

　

③
組
＝
対
馬
要
太
郎
46
点

　④
組
＝
木
田
義
満
46
点

　⑤

組
＝
奈
良
岡
豊
彦
44
点

　⑥
組
＝
本
間
操
45
点

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
＝
柴
田
君
仁

（
津
軽
支
部

　本
間

　操
） た

ん

す
い

せ
き
れ
い

お
う
け
つ
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あすなろ友の会の活動
「あすなろ友の会」は、高齢者の生きがいと健康づくり及び仲間づくりの推進を目的に自主的に活動しています。

挨
拶
、
ル
ー
ル
説
明
、

準
備
運
動
後
、
各
グ

ル
ー
プ
に
所
属
し
て

技
術
・
助
言
指
導
に

よ
り
、
初
打
は
４
〜

５
打
が
多
か
っ
た
が
、

時
間
と
共
に
２
〜
３

打
に
止
ま
り
、
上
達

し
、
玉
汗
で
終
了
し

た
。
講
評
と
し
て
、
若
々
し
い
姿
勢
・
動
作
で
成
績
も
良
く
、希
望
を
持
て
る
と

の
一
言
。
成
績
は
、
猪
俣
さ
ん
、
泉
館
さ
ん
、
下
川
原
さ
ん
、
山
本（
和
）さ
ん
、

山
本（
順
）さ
ん
、
中
沢
さ
ん
の
順
だ
っ
た
。

　水
無
月
、
緑
深
い
奥
入
瀬
渓
流
、
雲
井
滝
。
勇
壮
で
、
神
秘
的
な
双
竜
の
大
滝

は
竜
口
が
２
つ
に
分
か
れ
、
水
霧
は

深
い
壷
に…

。
濃
い
マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
で
心
身
か
ら
清
め
ら
れ
帰
る
。
途

中
、東
北
研
修
所
に
立
ち
寄
り
、視
察

後
、
焼
山
温
泉
で
昼
食
・
入
浴
を
し

て
事
業
確
認
後
に
握
手
で
バ
イ
ナ
ラ
。

（
上
十
三
支
部

　武
田

　茂
）

　冬
は
一
般
的
に
運
動
不
足
か
ら
肥
満
発
病…

？

　ス
タ
ー
ト
10
分
間
程
ゴ
ロ

ガ
タ
、
ア
ラ
ア
ラ
ダ
メ
コ
リ
ャ
‼
苦
笑
。
集
中
力
、
体
力
不
足
か
ら
好
場
面
を

逃
す
人
が
多
か
っ
た
。
そ
の
中
で
も
健
活
者
は
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
！ 

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
！
　

も
い
た
。
時
間
経
過
と
共
に
歓
声
、
力
強
い
拍
手
と
握
手
の
光
景
が
目
に
入
る

よ
う
に
な
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
ジ
ュ
ー
ス
で
水
分
を
補
給
し
な
が
ら
、
楽
し
く
さ
わ

や
か
に
終
了
し
た
。
１
位
田
中
正
実
さ
ん
、
２
位
沖
津
秀
樹
さ
ん
、
３
位
前
川

原
正
顕
さ
ん
、
４
位
泉
山
敦
子
さ
ん
、
５
位

高
坂
ヒ
デ
さ
ん
、
全
員
参
加
賞
を
手
に
笑
顔

で
退
散
し
た
。

　３
月
、
運
営
委
員
会
に
長
寿
社
会
振
興
セ

ン
タ
ー
柴
田
推
進
課
長
出
席
。
年
度
の
総
反

省
と
28
年
度
の
事
業
検
討
を
す
る
。
30
日
に

は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
国
際
交
流
員
、

ト
ー
マ
ス
・
カ
ウ
ド
氏
の
講
演
、
総
会
で
終

了
。
会
食
し
、
解
散
し
た
。

（
上
十
三
支
部

　武
田

　茂
）

▼
上
十
三
支
部

冬
期
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
運
動
補
強
／
３
月
活
動
日
誌

　３
月
17
日
健
康
教
室
「
レ
ク
で
転
倒
予
防
」
に
約
30
名
参
加
。
長
寿
社
会
振

興
セ
ン
タ
ー
棟
方
由
美
子
さ
ん
の
指
導
で
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
う
運
動
、
筋

ト
レ
、
脳
を
刺
激
す
る
運
動
な
ど
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、
心
地
よ

い
汗
を
か
い
た
。

　４
月
20
日
、
弘
前
市
民
会
館
で
講
演
と
総
会
が
あ
り
、
約
80
名
参
加
。「
和

の
昔
こ
」
の
佐
藤
ツ
リ
さ
ん
と
そ
の
仲
間
に
よ
る
津
軽
民
話
、
南
京
玉
す
だ
れ

▼
津
軽
支
部

３
〜
５
月
の
活
動
日
誌

心
身
の
目
覚
し

　卯
月
、
初
事
業
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
強
い
日

差
し
で
春
爛
漫
、
花
・
花
・
花
の
パ
ワ
ー
を
受

け
て
十
和
田
稲
生
川
コ
ー
ス
と
中
央
公
園
官
庁

街
コ
ー
ス
を
鼻
歌
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

笑
い
笑
い
の
中
で
楽
し
く
終
了
。
次
の
事
業
確

認
後
に
帰
路
に
着
い
た
。

　皐
月
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
六
戸
奥
入
瀬
川
の

河
川
敷
芝
コ
ー
ス
で
日
ご
ろ
の
悪
事
を
清
流
に

流
し
て
清
い
心
で
開
会
。
苫
米
地
繁
雄
会
長
の

を
楽
し
む
。
続
い
て
東
地
方

保
健
所
の
歯
科
衛
生
士
濱
田

咲
美
さ
ん
に
よ
る
歯
科
口
腔

衛
生
の
講
話
を
聞
く
。
総
会

で
は
前
年
度
の
会
計
報
告
、

本
年
度
の
事
業
計
画
等
を
承

認
し
終
了
し
た
。

　５
月
19
日
、
津
軽
ダ
ム
湛

水
の
見
学
・
映
画
「
白
神
の

自
然
」
の
鑑
賞
会
に
約
50
名

が
参
加
。
ダ
ム
に
向
か
う
途
中
、
送
迎
バ
ス
の
運
転
手
・
相
馬
さ
ん
の
名
調
子
で
、
ダ
ム
の
高

さ
は
97
・
２
メ
ー
ト
ル
、
岩
木
川
の
長
さ
は
１
０
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
な
ど
と
話
し
て
く
れ
る
。

ダ
ム
の
水
位
は
湛
水
時
よ
り
下
が
っ
て
い
た
が
、
目
屋
ダ
ム
は
水
面
上
に
現
れ
て
い
な
か
っ

た
。
こ
の
後
、
白
神
館
で
昼
食
・
入
浴
・
懇
談
と
な
っ
た
。

　
　（
津
軽
支
部

　鳴
海

　紀
）

　３
月
17
日
健
康
教
室
「
レ
ク
で
転
倒
予
防
」
に
約
30
名
参
加
。
長
寿
社
会
振

興
セ
ン
タ
ー
棟
方
由
美
子
さ
ん
の
指
導
で
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
う
運
動
、
筋

ト
レ
、
脳
を
刺
激
す
る
運
動
な
ど
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、
心
地
よ

い
汗
を
か
い
た
。

　４
月
20
日
、
弘
前
市
民
会
館
で
講
演
と
総
会
が
あ
り
、
約
80
名
参
加
。「
和

の
昔
こ
」
の
佐
藤
ツ
リ
さ
ん
と
そ
の
仲
間
に
よ
る
津
軽
民
話
、
南
京
玉
す
だ
れ

　５
月
17
日
（
火
）、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
下
北
の
美
し
い

豊
か
な
自
然
を
知
り
、「
健
康
と
仲
間
づ
く
り
」
を
目
的
に
、

「
ジ
オ
サ
イ
ト
探
索
と
川
内
渓
谷
遊
歩
道
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
を

実
施
し
た
。

　最
初
に
、
里
山
の
巨
樹
巨
木
・
天
然
記
念
物
の
「
銀
杏
木
」

（
樹
齢
５
０
０
年
）
を
確
認
後
、
安
部
城
鉱
山
跡
地
を
探
索
。

同
山
は
金
銀
銅
を
産
出
。
大
正
８
年
に
溶
鉱
炉
が
完
成
、
天

下
に
名
を
轟
か
せ
た
巨
大
な
３
本
煙
突
や
溶
鉱
炉
跡
。
山
と

積
ま
れ
た
カ
ラ
ミ
（
鉱
砕
）
等
を
確
認
し
た
後
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
の
出
発
地
点
で
あ
る
大
滝
休
憩
所
へ
バ
ス
を
進
め
る
。

　川
沿
い
の
遊
歩
道
に
は
、
滝
見
台
・
八
つ
橋
・
張
り
出
す
歩
道
な
ど
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が

点
在
し
て
い
る
。
鶺
鴒
橋
の
上
か
ら
甌
穴
群
等
を
確
認
し
な
が
ら
対
岸
に
渡
り
、
終
点
あ
す
な

ろ
橋
に
到
着
。

　道
の
駅
「
か
わ
う
ち
湖
」
で
昼
食
後
、
今
日
の
メ
イ
ン
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
「
川
内
ダ
ム
」
へ
。

　川
内
ダ
ム
は
、
洪
水
調
節
や
河
川
環
境
保
全
を
図
る
た
め
抜
本
的
治
水
対
策
と
し
て
建
設
が

計
画
さ
れ
、
昭
和
46
年
の
調
査
か
ら
24
年
間
を
要
し
、
総
事
業
費
２
０
０
億
円
で
完
成
し
た
重

力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
、
長
さ
（
堤
頂
長
）
１
３
７
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
（
堤
高
）
55
メ
ー

ト
ル
、
貯
水
量
（
総
貯
水
量
）
は
１
６
５
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
東
京
ド
ー
ム
の
13
倍
、
貯
水

量
の
大
き
さ
は
県
内
で
津
軽
、
浅
瀬
石
川
、
世
増
、
天
間
ダ
ム
に
次
ぎ
５
番
目
だ
そ
う
。

　下
北
地
域
県
民
局
の
阿
保
副
課
長
さ
ん
の

案
内
で
、
堤
頂
か
ら
45
メ
ー
ト
ル
下
に
あ
る

地
下
の
監
査
廊
や
プ
ラ
ム
ラ
イ
ン
等
ま
で
勉

強
さ
せ
て
頂
い
た
。
美
し
い
自
然
と
ジ
オ
サ

イ
ト
を
堪
能
、「
ふ
れ
あ
い
温
泉
」
で
汗
を

流
し
て
楽
し
ん
だ
、
ち
ょ
っ
と
贅
沢
な
気
分

の
一
日
で
あ
っ
た
。

（
下
北
支
部

　祐
川

　猛
）

▼
下
北
支
部

川
内
渓
谷
遊
歩
道
探
索
と
川
内
ダ
ム
見
学
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
親
睦

を
楽
し
む
。
続
い
て
東
地
方

保
健
所
の
歯
科
衛
生
士
濱
田

咲
美
さ
ん
に
よ
る
歯
科
口
腔

衛
生
の
講
話
を
聞
く
。
総
会

で
は
前
年
度
の
会
計
報
告
、

本
年
度
の
事
業
計
画
等
を
承

認
し
終
了
し
た
。

　５
月
19
日
、
津
軽
ダ
ム
湛

水
の
見
学
・
映
画
「
白
神
の

自
然
」
の
鑑
賞
会
に
約
50
名

が
参
加
。
ダ
ム
に
向
か
う
途
中
、
送
迎
バ
ス
の
運
転
手
・
相
馬
さ
ん
の
名
調
子
で
、
ダ
ム
の
高

さ
は
97
・
２
メ
ー
ト
ル
、
岩
木
川
の
長
さ
は
１
０
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
な
ど
と
話
し
て
く
れ
る
。

ダ
ム
の
水
位
は
湛
水
時
よ
り
下
が
っ
て
い
た
が
、
目
屋
ダ
ム
は
水
面
上
に
現
れ
て
い
な
か
っ

た
。
こ
の
後
、
白
神
館
で
昼
食
・
入
浴
・
懇
談
と
な
っ
た
。

　
　（
津
軽
支
部

　鳴
海

　紀
）

　「
あ
す
な
ろ
友
の
会
津
軽
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交

流
会
」
が
去
る
６
月
８
日
、
大
鰐
町
あ
じ
ゃ
ら
高
原
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
27
名
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。
開
会

式
で
本
間
操
支
部
長
か
ら
「
さ
わ
や
か
な
大
鰐
高
原
で
楽

し
く
プ
レ
ー
を
！
」
と
あ
い
さ
つ
。
長
寿
社
会
振
興
セ
ン

タ
ー
か
ら
柴
田
君
仁
推
進
課
長
、
水
木
健
仁
さ
ん
も
参

加
。
97
歳
の
最
高
齢
者
、
菊
池
正
八
さ
ん
も
参
加
し
て
花

を
添
え
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
各
組
入
賞
者
と
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

①
組
＝
岩
屋
弘
子
42
点

　②
組
＝
佐
々
木
ひ
ろ
子
49
点

　

③
組
＝
対
馬
要
太
郎
46
点

　④
組
＝
木
田
義
満
46
点

　⑤

組
＝
奈
良
岡
豊
彦
44
点

　⑥
組
＝
本
間
操
45
点

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
＝
柴
田
君
仁

（
津
軽
支
部

　本
間

　操
） た

ん

す
い

せ
き
れ
い

お
う
け
つ
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　例
年
開
催
し
て
い
る
健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
、
今
年

も
平
成
28
年
２
月
20
日
（
土
）
に
ア
オ
モ
リ
ボ
ウ
ル
で
開

催
し
た
。

　今
年
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
男
性
14
名
、
女
性
45
名
の

参
加
で
、
女
性
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
賑
や
か
に
、

10
時
30
分
ゲ
ー
ム
を
開
始
し
た
。

　ガ
ー
タ
ー
の
度
に
悲
鳴
が
上
が
り
、
ス
ト
ラ
イ
ク
で
は

歓
声
が
上
が
り
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
も
あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
う
ち
に
ゲ
ー
ム
は
進
行
し
た
。

　競
技
は
２
ゲ
ー
ム
の
ト
ー
タ
ル
で
競
い
、
女
性
は
１
ゲ
ー

ム
10
点
の
ハ
ン
デ
付
き
。
し
か
し
優
勝
は
ハ
ン
デ
を
も
の
と

も
せ
ず
、
男
性
の
伊
藤
亮
さ
ん
が
獲
得
し
、
さ
ら
に
ハ
イ

ゲ
ー
ム
も
伊
藤
亮
さ
ん
が
獲
得
。
参
加
者
一
同
さ
わ
や
か
な

汗
を
か
き
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
健
康
に
な
り
、
笑
顔
で
解
散
し

た
。　来

年
は
多
数
の
男
性
の
参
加
と
、
女
性
の
奮
起
を
期
待
し

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
青
森
支
部

　木
原
一
明
）

　例
年
３
月
に
開
催
し
て
い
る
「
講
演
と
食
事
会
」

は
、
今
年
度
は
３
月
12
日
（
土
）
に
三
遊
亭
大
楽
師
匠

を
迎
え
て
落
語
寄
席
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
楽
師
匠
は

大
間
町
出
身
、
５
代
目
三
遊
亭
円
楽
師
匠
門
下
で
、
現

在
青
森
市
内
在
住
、
青
森
県
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
る

噺
家
さ
ん
で
す
。

　当
日
１
３
９
名
と
い
う
大
勢
の
方
が
参
加
し
、
広
い

会
場
が
狭
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

「
笑
っ
て
健
康
！
人
生
ら
っ
く
・
楽
」
と
い
う
演
題

で
、
落
語
界
の
面
白
い
裏
話
や
、
落
語
を
聞
き
、
笑
い

の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
た
、
楽
し
い
１
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　そ
の
後
大
楽
師
匠
の
手
拭
や
、
三
遊
亭
円
楽
師
匠
門

下
の
噺
家
さ
ん
た
ち
が
書
い
た
本
が
当
た
る
抽
選
会
を

開
催
し
、
お
腹
の
す
い
た
と
こ
ろ
で
食
事
と
な
り
、
お

い
し
い
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
会
話
も
弾
ん
で
い
る
う

ち
に
解
散
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

（
青
森
支
部

　木
原
一
明
）

▼
青
森
支
部

健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　明
る
い
長
寿
社
会
を
め
ざ
す
「
あ
す
な
ろ
友

の
会
」
西
北
五
支
部
（
鈴
木
喜
代
三
郎
支
部

長
）
は
、
４
月
22
日
（
金
）
午
前
10
時
か
ら
中

里
公
民
館
に
お
い
て
、
中
泊
町
は
じ
め
、
五
所

川
原
市
、
鯵
ヶ
沢
町
か
ら
の
会
員
42
名
と
長
寿

社
会
振
興
セ
ン
タ
ー
柴
田
君
仁
推
進
課
長
を
お

迎
え
し
て
行
い
ま
し
た
。

　更
に
東
地
方
保
健
所

　歯
科
衛
生
士
濱
田
咲

美
先
生
の
「
健
康
は
お
口
か
ら
〜
健
康
で
、
長

生
き
す
る
た
め
に
‼
〜
」
で
講
話
と
〝
健
口
体

操
〞
が
行
わ
れ
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　最
後
は
参
加
者
全
員
で
記
念
写
真
を
撮
影

し
、
終
了
し
ま
し
た
。

（
西
北
五
支
部

　鈴
木
喜
代
三
郎
）

▼
西
北
五
支
部

平
成
28
年
度
事
業
計
画
承
認

落
語
と
お
食
事
会

　こ
ん
に
ち
は
。
歯
科
衛
生
士
の
相
馬
で

す
。
こ
れ
か
ら
４
回
に
わ
た
り
、
皆
さ
ん

が
生
ま
れ
て
か
ら
生
涯
を
共
に
す
る
「
お

口
」
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
お
つ
き
あ
い
下
さ
い
。
第
１
回

の
テ
ー
マ
は
「
お
口
の
健
康
は
な
ぜ
大

事
？
」
に
つ
い
て
で
す
。

　「
今
日
は
口
を
使
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
い
う
方
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
口
は
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な

「
食
べ
る
」「
呼
吸
」
な
ど
を
行
な
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
明
る
い
笑
顔
は
そ
の
方
の

「
表
情
」
と
し
て
周
囲
の
方
々
を
明
る
く

し
て
く
れ
、
記
憶
さ
れ
ま
す
。
生
き
生
き

と
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

自
分
ら
し
く
活
動
で
き
る
身
体
、
そ
の
身

体
を
つ
く
る
十
分
な
栄
養
、
栄
養
を
取
り

入
れ
る
「
健
康
な
口
」
が
必
要
な
の
で

す
。
健
康
な
口
は
心
の
満
足
度
も
表
す
の

で
、
生
き
生
き
と
し
た
表
情
に
な
り
ま
す
。

　特
に
「
食
べ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
単

な
る
栄
養
を
取
り
入
れ
る
だ
け
で
は
な

く
、
視
覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
・
触
覚
・
味
覚

と
い
う
「
感
覚
」
を
目
覚
め
さ
せ
、「
自
分

の
食
べ
た
い
も
の
を
好
き
な
よ
う
に
食
べ

る
」
と
い
う
満
足
感
・
充
実
感
は
人
間
の

（
動
物
の
）
本
能
で
あ
り
、
人
間
の
尊
厳

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
食
べ
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
の
た
め
に
、
治
療
や
予
防
の
面

氏　　名　　相馬　美智子　（そうま　みちこ）
略　　歴　　・生まれも育ちも弘前市
　　　　　　・高校卒業後、上京し歯科医院に勤務しながら歯科衛生士養成
　　　　　　　校を卒業。３年後、Uターンして弘前市内の歯科医院に勤務
　　　　　　・現在、母子・地域・介護予防と歯科保健活動をしながら、週
　　　　　　　末は、上記とは別の歯科医院に非常勤で従事している。
役　　歴　　平成12年４月から現在まで　青森県歯科衛生士会理事

プロフィール

・長寿社会振興センターさんのお仕事で、県内各地へ伺う機会をいただいています。方向音痴
　ですが、活動範囲は広いほうです。

青森県歯科衛生士会
〒030-0811　青森市青柳1丁目3-11
　青森県歯科医師会館内

「私たちは
　皆さんが お口から
　元気になっていただく
　お手伝いをします」

で
私
た
ち
歯
科
衛
生
士
は
皆
さ
ん
の
お
役

に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　口
の
不
健
康
や
不
衛
生
は
、
全
身
の
病

気
に
つ
な
が
り
ま
す
。
お
口
が
汚
れ
て
い

る
と
か
か
り
や
す
い
病
気
は
、
脳
梗
塞
・

脳
卒
中
・
心
臓
病
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・

か
ぜ
、
誤
嚥
性
肺
炎
、
糖
尿
病
等
。
お
口

の
働
き
が
低
下
す
る
と
か
か
り
や
す
い
病

気
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、

認
知
症
、
低
栄
養
、
閉
じ
こ
も
り
・
う
つ

等
で
す
。
お
口
の
病
気
の
２
大
疾
患
の
む

し
歯
と
歯
周
病
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
の
感

染
と
免
疫
力
の
低
下
な
ど
に
よ
っ
て
重
症

化
し
て
い
き
ま
す
。
持
病
を
お
持
ち
の
方

が
、
お
口
の
汚
れ
を
放
置
さ
れ
る
と
お
口

の
細
菌
が
持
病
を
悪
化
さ
せ
た
り
、
新
た

な
病
気
の
発
症
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

日
頃
か
ら
歯
み
が
き
な
ど
基
本
的
な
お
手

入
れ
が
大
事
で
す
。

 

　災
害
な
ど
の
非
常
時
に
は
、
持
病
の
な

い
方
も
、
停
電
・
断
水
な
ど
で
日
常
の
食

事
内
容
が
変
わ
り
、
お
手
入
れ
が
出
来
な

く
な
る
と
、
途
端
に
お
口
や
体
調
の
不
良

を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
非
常
時
の

避
難
袋
に
は
、
ぜ
ひ
歯
ブ
ラ
シ
を
入
れ
て

下
さ
い
。
そ
し
て
貴
重
な
水
を
工
夫
し
て

お
口
の
お
手
入
れ
を
し
て
、
新
た
な
感
染

を
予
防
し
、
避
難
生
活
を
乗
り
切
れ
る
準

備
を
し
て
お
く
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　次
回
は
「
い
の
ち
の
水
」
と
も
い
わ
れ
る

「
唾
液
の
お
話
」
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

噛む／飲み込む
消化・栄養

味わう
感覚

しっかり噛める歯
または入れ歯が
あること

唾液（つば）が
十分でること

舌や頬・くちびるが
ちゃんと動くこと

ちゃんと
飲み込めること

食欲が
ある

1. いきいきとした暮らしはお口の健康から

3. 非常時の備え2. 食べるために必要なこと

〜今回のおさらい〜

話す／笑う・息をする
呼吸・コミュニケーション

～いのちを守るきれいなお口～

～いのちを守るきれいなお口～

Vol. 1

Vol. 1

Vol. 1

Vol. 1

口腔ケアのいろは口腔ケアのいろは

・歯ブラシ：歯みがき剤を使わずみがく。うがいは少
量（20〜30ml）の水を２回に分けて行なう。

・口腔ケア用ウェットティッシュ（ノンアルコール）：水
が不足している場合に入れ歯や口の中を拭き取る。

・デンタルリンス（マウスウォッシュ）：10ml 程度でブ
クブクうがいをしてから歯みがきをし、仕上げにもう
一度ブクブクうがいをして、水の節約をする。　　　
お茶でも良い。

・その他：入れ歯洗浄剤と保管ケース、保湿ジェル（口
腔乾燥での感染を予防）　　など
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　こ
ん
に
ち
は
。
歯
科
衛
生
士
の
相
馬
で

す
。
こ
れ
か
ら
４
回
に
わ
た
り
、
皆
さ
ん

が
生
ま
れ
て
か
ら
生
涯
を
共
に
す
る
「
お

口
」
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
お
つ
き
あ
い
下
さ
い
。
第
１
回

の
テ
ー
マ
は
「
お
口
の
健
康
は
な
ぜ
大

事
？
」
に
つ
い
て
で
す
。

　「
今
日
は
口
を
使
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
い
う
方
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
口
は
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な

「
食
べ
る
」「
呼
吸
」
な
ど
を
行
な
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
明
る
い
笑
顔
は
そ
の
方
の

「
表
情
」
と
し
て
周
囲
の
方
々
を
明
る
く

し
て
く
れ
、
記
憶
さ
れ
ま
す
。
生
き
生
き

と
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

自
分
ら
し
く
活
動
で
き
る
身
体
、
そ
の
身

体
を
つ
く
る
十
分
な
栄
養
、
栄
養
を
取
り

入
れ
る
「
健
康
な
口
」
が
必
要
な
の
で

す
。
健
康
な
口
は
心
の
満
足
度
も
表
す
の

で
、
生
き
生
き
と
し
た
表
情
に
な
り
ま
す
。

　特
に
「
食
べ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
単

な
る
栄
養
を
取
り
入
れ
る
だ
け
で
は
な

く
、
視
覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
・
触
覚
・
味
覚

と
い
う
「
感
覚
」
を
目
覚
め
さ
せ
、「
自
分

の
食
べ
た
い
も
の
を
好
き
な
よ
う
に
食
べ

る
」
と
い
う
満
足
感
・
充
実
感
は
人
間
の

（
動
物
の
）
本
能
で
あ
り
、
人
間
の
尊
厳

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
食
べ
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
の
た
め
に
、
治
療
や
予
防
の
面

氏　　名　　相馬　美智子　（そうま　みちこ）
略　　歴　　・生まれも育ちも弘前市
　　　　　　・高校卒業後、上京し歯科医院に勤務しながら歯科衛生士養成
　　　　　　　校を卒業。３年後、Uターンして弘前市内の歯科医院に勤務
　　　　　　・現在、母子・地域・介護予防と歯科保健活動をしながら、週
　　　　　　　末は、上記とは別の歯科医院に非常勤で従事している。
役　　歴　　平成12年４月から現在まで　青森県歯科衛生士会理事

プロフィール

・長寿社会振興センターさんのお仕事で、県内各地へ伺う機会をいただいています。方向音痴
　ですが、活動範囲は広いほうです。

青森県歯科衛生士会
〒030-0811　青森市青柳1丁目3-11
　青森県歯科医師会館内

「私たちは
　皆さんが お口から
　元気になっていただく
　お手伝いをします」

で
私
た
ち
歯
科
衛
生
士
は
皆
さ
ん
の
お
役

に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　口
の
不
健
康
や
不
衛
生
は
、
全
身
の
病

気
に
つ
な
が
り
ま
す
。
お
口
が
汚
れ
て
い

る
と
か
か
り
や
す
い
病
気
は
、
脳
梗
塞
・

脳
卒
中
・
心
臓
病
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・

か
ぜ
、
誤
嚥
性
肺
炎
、
糖
尿
病
等
。
お
口

の
働
き
が
低
下
す
る
と
か
か
り
や
す
い
病

気
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、

認
知
症
、
低
栄
養
、
閉
じ
こ
も
り
・
う
つ

等
で
す
。
お
口
の
病
気
の
２
大
疾
患
の
む

し
歯
と
歯
周
病
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
の
感

染
と
免
疫
力
の
低
下
な
ど
に
よ
っ
て
重
症

化
し
て
い
き
ま
す
。
持
病
を
お
持
ち
の
方

が
、
お
口
の
汚
れ
を
放
置
さ
れ
る
と
お
口

の
細
菌
が
持
病
を
悪
化
さ
せ
た
り
、
新
た

な
病
気
の
発
症
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

日
頃
か
ら
歯
み
が
き
な
ど
基
本
的
な
お
手

入
れ
が
大
事
で
す
。

 

　災
害
な
ど
の
非
常
時
に
は
、
持
病
の
な

い
方
も
、
停
電
・
断
水
な
ど
で
日
常
の
食

事
内
容
が
変
わ
り
、
お
手
入
れ
が
出
来
な

く
な
る
と
、
途
端
に
お
口
や
体
調
の
不
良

を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
非
常
時
の

避
難
袋
に
は
、
ぜ
ひ
歯
ブ
ラ
シ
を
入
れ
て

下
さ
い
。
そ
し
て
貴
重
な
水
を
工
夫
し
て

お
口
の
お
手
入
れ
を
し
て
、
新
た
な
感
染

を
予
防
し
、
避
難
生
活
を
乗
り
切
れ
る
準

備
を
し
て
お
く
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　次
回
は
「
い
の
ち
の
水
」
と
も
い
わ
れ
る

「
唾
液
の
お
話
」
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

噛む／飲み込む
消化・栄養

味わう
感覚

しっかり噛める歯
または入れ歯が
あること

唾液（つば）が
十分でること

舌や頬・くちびるが
ちゃんと動くこと

ちゃんと
飲み込めること

食欲が
ある

1. いきいきとした暮らしはお口の健康から

3. 非常時の備え2. 食べるために必要なこと

〜今回のおさらい〜

話す／笑う・息をする
呼吸・コミュニケーション

～いのちを守るきれいなお口～～いのちを守るきれいなお口～

Vol. 1Vol. 1Vol. 1Vol. 1口腔ケアのいろは口腔ケアのいろは

・歯ブラシ：歯みがき剤を使わずみがく。うがいは少
量（20〜30ml）の水を２回に分けて行なう。

・口腔ケア用ウェットティッシュ（ノンアルコール）：水
が不足している場合に入れ歯や口の中を拭き取る。

・デンタルリンス（マウスウォッシュ）：10ml 程度でブ
クブクうがいをしてから歯みがきをし、仕上げにもう
一度ブクブクうがいをして、水の節約をする。　　　
お茶でも良い。

・その他：入れ歯洗浄剤と保管ケース、保湿ジェル（口
腔乾燥での感染を予防）　　など
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青森県消費生活センター
マスコットキャラクター

テルミちゃん
☎（TEL Me)

アドバイス

　体の疲れを癒すための家庭用電気マッサージ

器ですが、強く圧迫されることにより内出血や

痣が生じたり、神経・脊髄の損傷や骨折など、

人体への危害に関する相談が寄せられています。

　中には、ローラー式マッサージ器のローラー

部の布カバーを外して使用したこと等により、

衣服が機器のローラー部に巻き込まれて、窒息

死するという重大事故も発生しており、使用に

当たっては十分な注意が必要です。

青森県消費生活センター

くらしの情報♪

家庭用電気マッサージ器の使用に御注意を！
いや

あざ

■使用が禁止されている疾病等がありますので、事前に医師や販売店に
使用できるかを確認しましょう。

■使用する前に取扱説明書をよく読み、まず弱い刺激から始めましょう。

■体に異常を感じたら直ちに中止しましょう。

▼詳しくはこちらまで

消費者ホットライン
☎１８８

い　 や　 や！（局番なし）

（お近くの消費生活センターにつながります）

　消費者ホットラインは、暮らしのさまざまなトラブルの相談を受付けています。相談は無料
で秘密厳守です。どんな小さな不安でも困った時はお気軽に相談してください。

青森県消費生活センター
マスコットキャラクター

テルミちゃん
☎（TEL Me)

青森県消費生活センター　☎ ０１７-７２２-３３４３
〒030-0822　青森市中央３-20-30　県民福祉プラザ５階

Ｎ 41°00′00″Ｎ 41°00′00″

北 緯４１度・青 森 の 魅 力北 緯４１度・青 森 の 魅 力北 緯４１度・青 森 の 魅 力

第
１
回

「
し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い
」の

　
「
北
の
ま
ほ
ろ
ば
」

「
し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い
」の

　
「
北
の
ま
ほ
ろ
ば
」

「
し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い
」の

　
「
北
の
ま
ほ
ろ
ば
」

「
し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い
」の

　
「
北
の
ま
ほ
ろ
ば
」

　青
森
は「
し
あ
わ
せ
」な
地
名
で
す
。

　「青
」の
字
の
上
半
分
と
下
半
分
そ
し
て「
森
」の
３
つ

の
木
は
ど
れ
も
４
画
で
、
こ
れ
こ
そ
「
４
合
わ
せ
」。
こ

の
よ
う
に
、
全
部
が
「
し
あ
わ
せ
」
に
な
る
都
道
府
県
名

は
全
国
で
青
森
が
唯
一
で
す
。

　県
の
中
央
部
を
、
こ
れ
も
全
国
唯
一
「
北
緯
41
度
」
が

横
断
。
こ
の「
41
」は「
良
い
」「
好
い
」「
善
い
」「
宵
」「
酔

い
」
の
ほ
か
「
し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い
」
と
も
読
み
ま
す
。

さ
ら
に
ま
た「
41
」は「
40
市
町
村
」と
、
統
括
す
る「
県
」

を
合
わ
せ
た
、青
森
の
自
治
体
数
で
も
あ
り
ま
す
。

　自
然
に
恵
ま
れ
た
グ
ル
メ
宝
庫
の
青
森
で
は
「
ご
は

ん
」「
お
か
ず
」「
酒
コ
」「
お
茶
っ
コ
」
も
、
こ
と
ご
と
く

「
し
あ
わ
せ
の
一
杯
」で
す
。

　「宵
」
に
は
健
康
に
良
い
「
41
度
の
風
呂
」、「
良
い
話

コ
」と「
酒
コ
に
酔
い
」良
い
気
分
で
就
寝
。

　こ
の
よ
う
に
楽
し
み
が
多
く
、
本
来
健
康
長
寿
が
似

合
う
青
森
に
ち
な
み
、
字
画
数
合
計
が
41
に
な
る「
し
あ

わ
せ
い
っ
ぱ
い
熟
語
」
を
拾
っ
て
み
ま
す
。
開
運
四
十

一
度
、青
森
旅
情
、太
宰
文
学
紀
行
、三
味
線
合
奏
、青
春

散
策
、
織
姫
赤
糸
、
縁
結
吉
事
、
花
嫁
祝
賀
、
慶
事
発
信
、

名
物
一
品
食
卓
、自
慢
料
理
、生
甲
斐
誕
生
、愛
孫
来
訪
、

幸
福
家
庭…

　縄
文
時
代
に
高
度
の
文
化
が
栄
え
た
青
森
・
三
内
丸

山
遺
跡
を
、
作
家
・
司
馬
遼
太
郎
は
「
こ
こ
は
北
の
ま
ほ

ろ
ば
（
こ
の
上
も
な
く
住
み
良
い
所
）」
と
絶
賛
し
ま
し

た
。
本
当
に
、
青
森
は「
し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い
」の「
北
の

ま
ほ
ろ
ば
」で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
湊

　望
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　し
あ

　
　
　
　
　
　
　
　・

　
　
　・

・

　
　
　
　
　・

　
　・

　
　
　
　
　
　
　・・
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　・・

　
　
　
　
　
　
　・・
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　・

　
　
　・

。

昭和14年青森市生まれ。昭和32年に青森県立青森高等学校卒業後、
ＮＨＫ青森放送局に入局。以後、東北各地の放送局に勤務。平成８年
にＮＨＫ文化センター青森支社長となり、平成10年に「みやこうた」を創
案。現在は、「みやこうたを創り楽しむ会」会長の他、ＮＨＫ文化センター
「みやこうたを楽しむ」講師、各地「みやこうた教室」講師をしている。

みやこうたを創り楽しむ会会長

　湊　望（みなと　ほまれ）

・・・・

・・・・
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昭和14年青森市生まれ。昭和32年に青森県立青森高等学校卒業後、
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みやこうたを創り楽しむ会会長

　湊　望（みなと　ほまれ）

・
・
・・
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22 字詰め
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頭の体操をしましょう♪頭の体操をしましょう♪

１ ２

３

４

５ ６

問1

問2

■
タ
テ
の
カ
ギ
■

１
．も
の
ぐ
さ
な
こ
と

２
．倉
庫
の
２
階
。

こ
こ
に
住
む
猫
は
な
つ
か
な
い

３
．藁
で
つ
く
っ
た
で
っ
か
い
突
っ
か
け

４
．見
た
目
の
こ
と
、外
見

６
．標
準
語
で
は「
食
べ
な
い
よ
」

■ヨコのカギ■
１．冬に使う、毛布生地でできた
マント状のもの

４．初夏の山菜、身欠きにしんと
あえて食べたりする

５．手に納豆などがくっつくと
こうなる

■
タ
テ
の
カ
ギ
■

２
．ポ
ケ
ッ
ト
の
こ
と

３
．長
い
こ
と
お
風
呂
に
入
っ
て
い
る
と

指
が
シ
ワ
シ
ワ
に…

５
．「
お
で
こ
、額
」の
こ
と

６
．「
こ
っ
ち
」に
対
し
て「
そ
ち
ら
」と
言

う
こ
と

■ヨコのカギ■
１．棒や看板などを「立てかけ
る」こと

４．最後の一滴まで吸うこと

７．大黒柱のような太い柱

１ ２

３

４

７

６

５

答1

１２

３

４

５６

かぐまぎ
ら　げ　く
ぽ　　みず
ねぱかぱ
　　ね

１２

３

４

７

６

５

おかげる
　ぐ　　う
　しなぶる
そ　じ　げ
たるぎ　る

答2

小野彰一先生考案！

津軽・弁クロ・スワードパズル

い
ろ

は

に

ほ

へ

と
　今年度より「長寿な生活調査・発信事業」が
始まりました。短命県と称される青森県でもこ
んなに元気なシニアの方がいるんだ！ということ

を調査し、発信していく事業です。長寿センターの事業を
とおして、出会う方々は本当に元気で素敵な方達ばかりで
す。そんな素敵な方々を紹介し、青森県に元気を与えられ
るような機関誌にしていきたいと思っておりますので、よろ
しくお願いいたします。（聖）

編集
後記

みなさんからのおたより、
作品をお待ちしております

　あすなろ倶楽部を読んでのご感想、日常の「ほのぼ
の」とした出来事など、たくさんのご意見をお寄せく
ださい。
　また、俳句や写真も募集しています。
①俳句、短歌、川柳

ハガキ１枚に２作品以内として、氏名、住
所を記入しお送りください。

②写　真　自分が撮影した写真（自作の工芸品、風景
等。写真サイズはＬ判程度）とし、氏名、
住所、タイトルを添えてお送りください。
ただし、他人に著作権があるものはご遠
慮ください。

③絵手紙　ハガキ、またはハガキ大の用紙に自由に
絵を描いたものを、氏名、住所を記入しお
送りください。

●対　象　県内在住の概ね 60 歳以上の方。
●その他　投稿回数や締切日は設けず、随時掲載し

ます。（紙面の関係上、すべての作品を掲
載できない場合があります）応募作品は
返却しませんのでご了承ください。

●送付先　〒030-0822 青森市中央３丁目20－30
県民福祉プラザ３階
青森県長寿社会振興センター「機関誌」係宛
TEL 017（777）6311　FAX 017（735）1160

機関誌「あすなろ倶楽部」　　
平成 28年度定期購読のご案内
　機関誌は年４回発行しております。お読みになりたい方
は当事務局または、県民福祉プラザ内管理室に置いています
ので、ご自由にお持ちください。
　また、定期購読をご希望の方は、送料として 560 円分（年
間）の切手をお送りください。郵送いたします。
　詳しくは青森県長寿社会振興センター　機関誌担当まで

平成28年度　編 集委員ご紹介

　今年度は私たちが機関誌「あすなろ倶楽部」の執筆、
編集などを担当します。また、各地域で養成を行って
いる地域通信員（シニアライター）にも取材活動をして
もらい、充実した機関誌をお届けしたいと思っており
ます。県内の生きがいづくりや仲間づくりに取り組ん
でいる個人や団体を皆さんにご紹介していきます。
よろしくお願いします。
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風晴 貢（青森市）八戸 洋子（青森市）
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ただし、他人に著作権があるものはご遠
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③絵手紙　ハガキ、またはハガキ大の用紙に自由に
絵を描いたものを、氏名、住所を記入しお
送りください。

●対　象　県内在住の概ね 60 歳以上の方。
●その他　投稿回数や締切日は設けず、随時掲載し

ます。（紙面の関係上、すべての作品を掲
載できない場合があります）応募作品は
返却しませんのでご了承ください。
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　機関誌は年４回発行しております。お読みになりたい方
は当事務局または、県民福祉プラザ内管理室に置いています
ので、ご自由にお持ちください。
　また、定期購読をご希望の方は、送料として 560 円分（年
間）の切手をお送りください。郵送いたします。
　詳しくは青森県長寿社会振興センター　機関誌担当まで

平成28年度　編 集委員ご紹介

　今年度は私たちが機関誌「あすなろ倶楽部」の執筆、
編集などを担当します。また、各地域で養成を行って
いる地域通信員（シニアライター）にも取材活動をして
もらい、充実した機関誌をお届けしたいと思っており
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